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光
陰
矢
の
如
し
、

昨
年
も
ア
ッ
と
い
う

間
に
過
ぎ
去
っ
た
。

気
候
変
動
の
せ
い
か

長
く
暑
い
夏
、
過
ぎ

た
と
た
ん
に
年
末
到
来
。
ク
リ
ス

マ
ス
・
除
夜
の
鐘
・
初
詣
、
宗
教

感
覚
が
抜
け
去
っ
て
イ
ベ
ン
ト
感

覚
が
大
き
い
諸
行
事
。
私
の
子
ど

も
の
こ
ろ
は
仏
教
文
化
が
強
く
、

ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
は
知
ら
れ
て
は

い
た
が
行
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
。
あ
る
子
ど
も
が
初
詣
に
お

祈
り
祈
願
〝
ま
た
今
度
も
サ
ン
タ

さ
ん
が
来
る
よ
う
に
〞
と
▼
近
年

日
本
の
休
祝
日
が
変
化
し
た
感
じ

が
す
る
。
ま
ず
は
平
成
の
天
皇
誕

生
日
が
な
く
な
り
２
月
23
日
が

（
令
和
）
天
皇
誕
生
日
に
な
り
、

昭
和
の
天
皇
誕
生
日
は
「
み
ど
り

の
日
」
か
ら
「
昭
和
の
日
」
に
。

「
国
民
の
休
日
」
も
。「
成
人
の

日
」
の
よ
う
に
定
日
だ
っ
た
が
週

の
月
曜
日
に
な
っ
た
の
も
あ
る
。

日
常
診
療
に
お
い
て
困
惑
す
る
こ

と
も
▼
２
月
に
は
「
建
国
記
念

日
」
が
あ
る
。
正
し
く
は
「
建
国

記
念
の
日
」
で
神
武
天
皇
の
即
位

の
日
で
〝
国
を
愛
す
る
心
を
養
う

日
〞
と
さ
れ
る
。
紀
元
前
の
天
皇

の
寿
命
は
長
く
、
神
武
天
皇
１
２

７
歳
、
景
行
天
皇
１
４
３
歳
！　

ま
さ
に
葬
儀
屋
泣
か
せ
で
あ
る
▼

国
を
愛
す
る
心
を
養
う
…
そ
の
方

法
は
い
か
に
。
最
近
は
な
ぜ
か
同

調
圧
力
が
強
く
、
そ
の
意
義
も
考

え
ず
、
少
数
意
見
も
圧
殺
し
〝
ね

ば
な
ら
な
い
〞
的
風
潮
を
強
く
感

じ
る
。
ま
た
排
外
主
義
が
強
ま
り

「
日
本
」
…
そ
の
示
す
範
囲
も
あ

い
ま
い
な
ま
ま
に
愛
す
る
こ
と
を

強
要
す
る
。
本
当
に
愛
さ
れ
る
べ

き
日
本
と
は
な
に
か
、
主
権
者
で

あ
る
私
た
ち
が
憲
法
の
示
す
と
こ

に
よ
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
み

な
ら
ず
全
世
界
の
恒
久
平
和
、
人

権
の
尊
重
の
追
求
。
こ
れ
が
そ
れ

を
実
現
す
る
鍵
で
あ
る
。（
無
）
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▼高市自維政権がすすめる医療・介護改悪

　

２
月
８
日
、
日
本
の
医
療
と
社
会
保
障
の
行
方
を
左
右
す
る
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
投
開
票
が
行
わ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
今
回
の

選
挙
は
、
物
価
高
騰
と
人
手
不
足
に
苦
し
む
地
域
医
療
を
公
的
責
任

と
し
て
立
て
直
す
の
か
、
そ
れ
と
も
「
制
度
の
持
続
可
能
性
」
を
口

実
に
切
り
捨
て
を
続
け
る
の
か
が
問
わ
れ
る
、
重
要
な
選
択
の
場
で

あ
る
。
医
療
分
野
中
心
に
政
権
が
す
す
め
る
政
策
を
解
説
す
る
。

２
月
８
日　

総
選
挙
実
施
へ
―
―

命
を
命
を「「
コ
ス
ト

コ
ス
ト
」」と
み
な
す
政
治
に
審
判
を

と
み
な
す
政
治
に
審
判
を

　
　
　
　
　
　
　
　
に

隠
さ
れ
た
構
造
的
問
題

改
定
率「
＋
３
％
超
」

改
定
率「
＋
３
％
超
」

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
政
府
は
本
体
部
分
で
30
年

ぶ
り
と
な
る
３
％
超
の
引
き
上
げ

と
す
る
方
針
を
示
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
内
訳
を
見
れ
ば
、
手
放

し
で
評
価
で
き
る
内
容
で
は
な

い
。

　

賃
上
げ
分
の
多
く
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
、「
評
価
料
」
方
式
に
依

存
す
る
と
見
込
ま
れ
、
医
療
機
関

が
自
律
的
に
経
営
判
断
の
中
で
利

用
で
き
る
恒
常
的
財
源
と
は
言
い

難
い
。

　

本
来
、
賃
上
げ
や
人
材
確
保
は

基
本
診
療
料
の
抜
本
的
引
き
上
げ

で
支
え
る
べ
き
で
あ
り
、
加
算
や

評
価
料
の
積
み
上
げ
は
、
事
務
負

担
を
増
大
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

将
来
的
な
医
療
費
抑
制
の
調
整
弁

と
し
て
使
わ
れ
か
ね
な
い
。

　

同
様
の
問
題
は
、
物
価
高
騰
へ

の
対
応
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、
２
０
２
６
年
度
以
降

の
物
価
上
昇
分
を
「
物
価
上
昇
に

関
す
る
評
価
」
と
し
て
、
基
本
診

療
料
と
は
切
り
離
し
た
加
算
で
対

応
す
る
枠
組
み
を
示
し
た
。
し
か

し
、
光
熱
費
や
委
託
費
、
消
耗
品

費
は
医
療
提
供
に
不
可
欠
な
恒
常

的
経
費
で
あ
り
、
こ
れ
を
可
変
的

な
加
算
に
押
し
込
め
れ
ば
、
将
来

的
な
縮
小
や
凍
結
に
よ
る
実
質
的

な
医
療
費
削
減
が
常
態
化
し
か
ね

な
い
。

　

さ
ら
に
、
地
域
医
療
の
要
で
あ

る
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
の
評

価
を
巡
っ
て
も
、「
効
率
化
・
適

正
化
」
を
名
目
と
し
た
要
件
見
直

し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
機
能
強

化
加
算
や
各
種
管
理
料
の
整
理

は
、
継
続
的
・
計
画
的
な
療
養
管

理
の
価
値
を
過
小
評
価
す
る
こ
と

に
他
な
ら
ず
、
現
場
の
医
療
機
関

経
営
を
一
層
困
難
な
も
の
に
す

る
。

　

物
価
対
応
や
賃
上
げ
対
応
、
機

能
評
価
、
効
率
化
を
理
由
に
、
加

算
の
積
み
上
げ
や
包
括
評
価
の
拡

大
が
進
み
、
診
療
報
酬
体
系
は
複

雑
化
し
て
い
る
。
医
療
提
供
体
制

の
土
台
は
基
本
診
療
料
で
支
え
、

必
要
な
医
療
行
為
は
必
要
な
分
だ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
31

年
が
経
ち
ま
し
た
。
１
９
９
５

年
１
月
17
日
、
兵
庫
を
襲
っ
た

激
震
は
６
４
０
０
人
余
の
尊
い

命
を
奪
い
、
街
と
暮
ら
し
・
地

域
社
会
に
計
り
知
れ
な
い
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
改
め

て
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
す
べ
て

の
方
々
に
深
い
哀
悼
の
意
を
表

し
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

会
員
の
中
に
は
、
診
療
所
や

自
宅
が
被
災
し
、
自
ら
や
家
族

も
被
災
者
と
な
り
な
が
ら
、
地

域
に
残
り
診
療
を
続
け
て
き
た

医
師
・
歯
科
医
師
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
医
療
者
は

平
時
に
は
地
域
医
療
を
支
え
、

災
害
時
に
は
住
民
の
命
と
健
康

を
守
る
役
割
を
担
う
一
方
、
自

身
も
被
災
し
得
る
存
在
で
す
。

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、
災

害
時
に
も
機
能
す
る
地
域
医
療

体
制
を
平
時
か
ら
維
持
し
て
お

く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

近
年
も
、
能
登
半
島
地
震
を

は
じ
め
、
豪
雨
や
洪
水
、
大
規

模
火
災
な
ど
自
然
災
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
政
府
は
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
高
い
発
生
確

率
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
医
療

費
抑
制
を
最
優
先
す
る
政
策
の

も
と
、
病
床
削
減
や
医
療
機
関

の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
、
地
域

医
療
は
平
時
か
ら
余
力
を
失
い

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
脆
弱
化
し
た
医
療

体
制
で
は
、
巨
大
災
害
時
に
急

増
す
る
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
行
き
過

ぎ
た
医
療
の
「
効
率
化
」
は
、

災
害
時
の
医
療
崩
壊
と
し
て
住

民
に
跳
ね
返
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
阪
神

・
淡
路
大
震
災
以
降
、
被
災
者

本
位
の
復
興
を
求
め
、「
医
・

職
・
住
」
を
柱
と
す
る
生
活
再

建
の
重
要
性
を
一
貫
し
て
訴
え

て
き
ま
し
た
。
被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
の
成
立
と
そ
の
後
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災

阪
神
・
淡
路
大
震
災
3131
年年

地
域
医
療
を
守
る
こ
と
こ
そ
最
大
の
防
災

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

け
正
当
に
評
価
す
る
出
来
高
払
い

を
基
本
と
す
る
方
向
へ
、
診
療
報

酬
体
系
を
整
理
・
再
構
築
す
べ
き

で
あ
る
。

（
２
面
に
改
定
率
決
定
に
対
す
る

理
事
長
談
話
全
文
を
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
　

―
―

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」切
り
下
げ

高
額
療
養
費
改
悪

高
額
療
養
費
改
悪

　

政
府
は
２
０
２
５
年
12
月
の
閣

僚
折
衝
で
、
高
額
療
養
費
制
度
の

外
来
特
例
を
含
む
見
直
し
を
政
府

方
針
と
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
収
約
６
０
０

万
円
の
世
帯
で
は
、
外
来
医
療
の

月
額
自
己
負
担
上
限
が
１
万
８
０

０
０
円
以
上
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

政
府
は
「
保
険
料
負
担
の
軽
減
」

を
理
由
に
挙
げ
る
が
、
そ
の
効
果

は
月
１
０
０
円
程
度
に
と
ど
ま

る
。

　

一
方
で
、
が
ん
や
慢
性
疾
患
な

ど
で
継
続
的
に
治
療
を
受
け
る
患

者
に
と
っ
て
は
、
受
診
抑
制
に
直

結
す
る
深
刻
な
負
担
増
と
な
る
。

高
額
療
養
費
制
度
は
「
最
後
の
防

波
堤
」
で
あ
り
、
そ
の
機
能
低
下

は
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
―
―

医
師
管
理
か
ら
の
排
除
と
負
担
増

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
め
ぐ
っ
て

は
、
自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
が

合
意
し
、
２
０
２
７
年
３
月
か
ら

の
自
己
負
担
引
き
上
げ
が
狙
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
対
象
と
さ
れ

る
薬
の
多
く
は
医
師
の
継
続
的
管

理
の
も
と
で
処
方
さ
れ
て
き
た
薬

剤
で
あ
る
。
負
担
増
に
よ
る
受
診

・
服
薬
控
え
は
、
症
状
悪
化
や
重

症
化
を
招
く
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
―
―「
応
能
負

担
」の
名
に
よ
る
実
質
的
負
担
増

高
齢
者
負
担

高
齢
者
負
担

　

連
立
政
権
合
意
で
は
、
高
齢
者

の
窓
口
負
担
を
現
役
世
代
並
み
の

３
割
へ
引
き
上
げ
る
こ
と
が
課
題

と
さ
れ
、
医
療
費
窓
口
負
担
に
金

融
所
得
や
資
産
を
勘
案
す
る
仕
組

み
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
75
歳
以
上
の
多
く
は

年
金
を
主
な
生
活
基
盤
と
し
て
お

り
、
資
産
も
老
後
生
活
の
備
え
で

あ
る
。
こ
れ
を
負
担
算
定
に
組
み

込
め
ば
、
受
診
控
え
や
治
療
中
断

を
招
く
可
能
性
が
高
い
。
高
齢
者

医
療
費
の
増
加
は
人
口
構
造
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
個
人
に
責
任
転

嫁
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
負
担
増
策
に
共
通
す

る
の
は
、
医
療
・
介
護
を
「
権

利
」
で
は
な
く
「
コ
ス
ト
」
と
捉

え
る
発
想
で
あ
る
。
患
者
、
と
り

わ
け
高
齢
者
に
偏
重
し
た
負
担
増

で
は
な
く
、
公
的
責
任
に
よ
る
医

療
保
障
の
強
化
こ
そ
が
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
へ
の
道
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

政
治
を
変
え
る
一
票
を

２
月
８
日

２
月
８
日

　

２
０
２
６
年
４
月
か
ら
は
社
会

保
険
料
へ
の
上
乗
せ
も
始
ま
り
、

国
民
生
活
へ
の
圧
迫
は
さ
ら
に
強

ま
る
。
一
方
で
政
府
は
病
床
削
減

を
進
め
、
医
療
提
供
体
制
の
縮
小

を
既
成
事
実
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
う
し
た
負
担
増
と
医
療
縮
小

は
政
治
の
判
断
に
よ
る
も
の
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
選
挙
で
意
思
を
示
す

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
地
域
医
療

の
未
来
を
守
る
た
め
の
一
票
を
投

じ
、
命
を
「
コ
ス
ト
」
と
す
る
政

治
か
ら
の
転
換
を
実
現
し
よ
う
。

談 話

改
善
な
ど
、
一
定
の
成
果
は
得

ら
れ
ま
し
た
が
、
能
登
半
島
地

震
に
お
け
る
生
活
再
建
の
遅
れ

や
、
被
災
者
の
医
療
・
介
護
自

己
負
担
免
除
打
ち
切
り
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
国
の
責
任
は
今

な
お
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

震
災
の
教
訓
は
決
し
て
過
去

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
命

と
暮
ら
し
、
そ
し
て
地
域
医
療

を
守
る
こ
と
こ
そ
が
、
最
大
の

防
災
で
あ
り
、
復
興
の
基
盤
で

す
。
私
た
ち
兵
庫
県
保
険
医
協

会
は
、
被
災
者
と
住
民
の
立
場

に
立
ち
、
医
療
を
社
会
の
基
盤

と
し
て
守
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
粘
り
強
く
声
を
上
げ
続
け
て

い
き
ま
す
。

具体的な項目 自維合意 財政審 社保審 26年度予算案

医療

OTC類似薬の自己負担見直し ◆ ◆ ◆ ◆
高額療養費制度の負担上限引き上げ ◆ ◆
高齢者の自己負担割合見直し ◆ ◆ ◆ ◆
窓口負担割合等に金融所得・資産反映 ◆ ◆ ◆
病床の削減（新たな地域医療構想） ◆ ◆ ◆
「マイナ保険証」の利活用 ◆

介護

介護保険利用料見直し ◆ ◆ ◆
介護保険利用料に金融所得・資産反映 ◆ ◆ ◆
ケアマネジメント利用者負担導入 ◆ ◆ ◆
多床室の室料負担見直し ◆ ◆

◆…実施が決定、または検討中
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昨
年
６
月
、
自

公
維
の
３
党
合
意

の
も
と
、「
骨
太

の
方
針
」
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
現
役

世
代
の
保
険
料
軽
減
の
た
め
の

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
の
保
険
外

し
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
後
、
高
市
自
維
連
立
内

閣
の
発
足
を
経
て
、
12
月
19
日

に
自
民
党
と
維
新
の
会
が
政
調

会
長
間
で
制
度
設
計
に
つ
い
て

合
意
し
た
。
こ
れ
は
国
民
皆
保

険
破
壊
へ
の
道
で
あ
り
、
到
底

許
さ
れ
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
」
の
名
称
か
ら
し
て
不
可
解

だ
。
わ
れ
わ
れ
が
処
方
す
る
の

は
厚
労
省
が
保
険
収
載
し
た

「
医
薬
品
」、
そ
れ
を
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
販
売
で
き
る
よ
う

に
し
た
薬
が
Ｏ
Ｔ
Ｃ
で
あ
る
の

に
、
医
薬
品
の
ほ
う
を
Ｏ
Ｔ
Ｃ

「
類
似
薬
」
と
す
る
。
国
民
騙

し
に
も
な
ら
な
い
。
ま
た
保
険

料
の
軽
減
は
保
団
連
の
試
算
で

１
人
月
１
０
０
円
と
わ
ず
か
で

あ
る
。

　

自
維
が
合
意
し
た
仕
組
み
で

は
さ
す
が
に
完
全
な
保
険
外
し

は
断
念
さ
れ
、
77
成
分
、
約
１

１
０
０
品
目
に
つ
い
て
薬
剤
費

の
25
％
相
当
（
消
費
税
別
）
を

〝
特
別
料
金
〞
と
し
て
患
者
か

ら
徴
収
し
、
残
り
を
こ
れ
ま
で

通
り
保
険
扱
い
と
し
た
。
法
改

定
に
よ
り
26
年
度
中
の
実
施
を

め
ざ
す
と
い
う
。
１
割
負
担
の

高
齢
者
の
負
担
は
２
倍
以
上
に

も
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
国
民
に
負
担
を
強

い
る
の
は
な
ぜ
か
？　

言
わ
ず

も
が
な
「
医
療
費
亡
国
論
」
が

綿
々
と
続
い
て
い
る
か
ら
で
、

「
高
齢
化
社
会
↓
医
療
費
高
騰

↓
現
役
世
代
が
大
変
」
と
い
う

論
理
だ
。
保
険
料
の
高
騰
、
窓

口
負
担
の
増
加
、
国
民
皆
保
険

制
度
は
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。

　

「
特
別
料
金
」
と
し
て
の
制

度
改
悪
の
動
き
は
今
回
に
始
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
保
険
と

あ
わ
せ
て
追
加
負
担
を
徴
収
す

る
「
保
険
外
併
用
療
養
」
は
範

囲
が
拡
充
さ
れ
続
け
て
い
る
。

特
に
〝
選
定
療
養
〞
の
広
が
り

は
顕
著
で
、
前
回
改
定
時
に
、

後
発
品
の
あ
る
長
期
収
載
薬
品

の
希
望
時
に
後
発
品
と
の
差
額

25
％
を
患
者
が
負
担
す
る
制
度

が
導
入
さ
れ
た
の
は
周
知
の
こ

と
。
導
入
時
は
問
題
に
な
っ
た

差
額
ベ
ッ
ド
代
や
、
紹
介
状
な

し
の
大
病
院
受
診
時
負
担
も
当

た
り
前
に
な
っ
て
お
り
、
救
急

車
の
使
用
も
す
で
に
一
部
の
自

治
体
で
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
２
年
に
健
保
法
が
改

定
さ
れ
た
際
、
付
則
に
「
将
来

に
わ
た
っ
て
７
割
の
給
付
を
維

持
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

社
会
保
障
は
国
内
の
経
済
の
好

循
環
を
も
た
ら
す
け
ん
引
役
で

あ
る
と
、
私
た
ち
も
以
前
か
ら

主
張
し
て
い
る
。

　

国
民
皆
保
険
制
度
の
充
実
、

制
度
設
計
の
見
直
し
に
よ
り
、

「
社
会
保
障
制
度
」
の
名
に
値

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
こ
そ
重

要
で
あ
る
。

る
。
今
回
の
「
特
別
料
金
」
の

扱
い
は
一
体
ど
う
な
る
の
か
。

　

２
０
１
２
年
の
厚
生
労
働
白

書
に
は
「（
社
会
保
障
は
）
雇

用
の
創
出
を
通
じ
て
、
経
済
成

長
に
も
寄
与
す
る
」
と
あ
る
。

『
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
』保
険
外
し
は

国
民
皆
保
険
の
破
壊
へ
の
道

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL 0120-366-761

アウトソーシング サポートISR

信頼・向上 そして社会貢献

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

データセンター ISR
レセプト管理・情報デザイン

労働保険事務組合　経営者会議
概算確定・労災特別加入

ISR e-Sports
シニア躍動・企業健康経営

ISRサテライトオフィス
リモートワーク・ウェブ会議

ISRグループ 検索

◇
出
席

22
人

◇
情
勢　

厚
生
労
働
省
は
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
２
割

負
担
と
な
る
対
象
者
拡
大
に
向

け
、
所
得
基
準
を
引
き
下
げ
る
案

を
専
門
家
部
会
に
提
示
し
た
。
現

在
は
単
身
世
帯
で
年
収
２
８
０
万

円
以
上
だ
が
、
新
基
準
と
し
て
２

３
０
万
〜
２
６
０
万
円
の
４
案
を

示
し
、
対
象
者
は
33
・
５
万
人
か

ら
最
大
35
万
人
増
え
る
見
込
み
。

新
た
に
２
割
負
担
に
な
る
人
は
負

担
が
月
最
大
２
万
２
千
円
増
え
る

可
能
性
が
あ
る
。

◇
医
療
活
動

12
月
５
日
の
中
医

協
総
会
で
、
院
外
処
方
を
促
す
役

割
は
終
わ
っ
た
と
支
払
い
側
が
院

外
処
方
箋
料
の
引
き
下
げ
を
強
く

主
張
し
、
後
発
医
薬
品
使
用
加
算

に
つ
い
て
も
減
算
中
心
の
仕
組
み

へ
移
行
す
べ
き
と
の
意
見
を
示
し

た
一
方
で
、
診
療
側
は
医
薬
品
供

給
不
安
へ
の
対
応
な
ど
で
業
務
負

担
が
増
し
て
い
る
と
、
こ
れ
ら
の

主
張
を
「
論
外
」
と
し
て
受
け
入

れ
な
か
っ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

進
捗
と
し
て
、
ⅰ
）
７
７
９

０
人
（
＋
32
人
）
の
目
標
に
対

し
、
７
７
６
８
人
の
到
達
、
目
標

残
22
人
（
医
科
正
９
人
、
医
科
準

５
人
、
歯
科
８
人
）
で
あ
る
こ

と
、
ⅱ
）
医
科
準
会
員
で
は
、
月

間
中
に
事
務
局
が
計
１
５
１
病
院

を
訪
問
し
、「
勤
務
医
ニ
ュ
ー

ス
」
や
共
済
制
度
案
内
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
届
け
た
こ
と
、
等
が
報
告

さ
れ
た
。

◇
審
査
対
策
部　

国
保
連
合
会
と

の
懇
談
（
12
／
１
）
を
開
催
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
伴
う
返
戻
・

帳
票
の
電
子
化
へ
の
対
応
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
お
け
る
資
格

相
違
を
理
由
と
し
た
返
戻
問
題
、

等
が
報
告
さ
れ
た
。

（
12
月
13
日　

理
事
会
よ
り
）

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807まで

来場申し込みは、
 ☎078－393－1807まで

https://tinyurl.com/4jew48r5

日　時　 １月31日（土） 
２月１日（日）・８日（日）・
15日（日）

会　場　 協会会議室 
※各日程の13時～16時でご
都合のよい時間帯（１時
間）をお選びください。

　　　　 事前予約制（各相談日の前
の火曜日まで）

相談費　 １回・１時間5000円（医院
経営研究会会員は年２回ま
で無料）

税経個別相談会税経個別相談会
日　時　 ２月11日（水・祝） 

13時～16時
会　場 協会６階会議室（Zoom併用）
講　師　松田　力税理士
　　　　（協会税務講師団）
参加費　 1000円（『保険医の経営と

税務2026年版』資料代）
※ 医院経営研究会会員は無料（１月下
旬お届け予定の『保険医の経営と税
務2026年版』をご持参ください）

オンライン申し込みは、２月４日（水）
までに下記URLまたは
右二次元コードから

青色（白色）確定申告研究会青色（白色）確定申告研究会

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

岡
田　

誠
一
先
生

長
田
区　

歯
科

10
月
21
日　

享
年
83
歳

竹
下　
　

勇
先
生

北
区　

内
・
小
児
科

12
月
22
日　

享
年
87
歳

谷
尾　

匡
史
先
生

養
父
市　

神
経
・
内
・
放
射
線
科

12
月
15
日　

享
年
85
歳

阿
部　

和
夫
先
生

三
田
市　

内
・
胃
腸
科

12
月
29
日　

享
年
73
歳

　今次診療報酬改定率が決定したことを受け、協会は１月14日、下記の理事
長談話を発表した。

20262026年度診療報酬改定に関する談話年度診療報酬改定に関する談話
―医療を守ることは―医療を守ることは、、国民の権利と地域社会を守ることである―国民の権利と地域社会を守ることである―

 兵庫県保険医協会
 理事長　西山裕康

　厚生労働省が示した2026年度診療報酬改定率は、全体としてプラスとさ
れ、本体部分では30年ぶりに３％を超える水準となった。医療現場の厳しい
実態を訴え、診療報酬の引き上げを求め続けてきた取り組みが、一定の成果
を上げた。
　しかし一方で、人件費や物価、エネルギー価格の上昇が続く中、病院・診
療所を問わず経営環境は依然として厳しく、診療縮小や閉院が現実の問題と
なっている。今回の改定は、深刻化する医療機関の経営危機を打開し、地域
医療を安定的に維持するには、なお不十分と言わざるを得ない。
　医療提供体制を維持し、国民が必要な医療を等しく受けられる環境を整え
ることは、日本国憲法が保障する生存権に基づく国の責務である。医療は市
場原理に委ねられる商品ではなく、公定価格によって支えられる社会保障で
あり、それを現実の費用構造に見合った水準で維持することは、政策上の選
択ではなく国の責任である。また、地域に根ざした医療機関は雇用を生み、
地域経済と暮らしを支える重要な社会インフラであり、医療を守ることは地
域社会を守ることに直結する。
　今回の改定を巡っては、2024・2025年分の物価高への対応を基本診療料の
引き上げで行い、2026年度以降の物価上昇分を「物価上昇に関する評価」と
して加算で対応する枠組みが示されている。しかし、光熱費や委託費、消耗
材料費などの物件費は構造的・恒常的な経営費用であり、将来分を可変的な
加算に切り分ける設計は、縮小や凍結が容易で、実質的な医療費削減が常態
化する危険性をはらんでいる。物価対応は医療費抑制の調整弁ではなく、社
会全体で負担すべき医療提供コストの増加分として、原則として基本診療料
に反映させるべきである。
　賃上げ（人件費）対応については、ベースアップ評価料を軸に幅広い職種
を対象とする方向性が示されたこと自体は評価できる。しかし、賃上げを
「２年間に限った措置」と位置づけ、評価料方式に依存する限り、将来収入
の不確実性から恒常的なベースアップに踏み切れないという問題は解消され
ない。賃上げ原資は、特別な評価として切り出すのではなく、初・再診料や
入院基本料など基本診療料の引き上げによって、安定的・恒久的に確保すべ
きである。
　さらに、中医協で示された整理案では、かかりつけ医機能の評価につい
て、機能強化加算の要件見直し、生活習慣病管理料Ⅰ・Ⅱの見直し、特定疾
患療養管理料の対象疾患要件の見直しなどが具体的な検討対象とされてい
る。これらはいずれも、地域のかかりつけ医が担ってきた継続的・計画的な
療養管理の実態に即して検討されるべき課題である。一方で、「効率化・適
正化」を名目とした要件整理や点数の見直しが先行すれば、管理の価値が過
小評価され、地域医療機能の低下につながりかねない。
　物価対応や賃上げ対応、機能評価、効率化を理由に、加算の積み上げや包
括評価の拡大が進み、診療報酬体系は複雑化している。医療提供体制の土台
は基本診療料で支え、必要な医療行為は必要な分だけ正当に評価する出来高
払いを基本とする方向へ、診療報酬体系を整理・再構築すべきである。
　加えて、「社会保障制度改革」の名の下で、OTC類似薬や長期収載品、い
わゆる食品類似薬の給付制限、自己負担割合の見直し、高額療養費制度の縮
小、75歳以上の保険料・窓口負担における金融所得の勘案などが挙げられて
おり、患者負担、とりわけ高齢者に偏重した負担増が進められようとしてい
ることは看過できない。
　私たちは、今回の改定が一定の前進を示したことを確認しつつも、憲法が
求める医療提供体制、そして地域社会を守るにはなお不十分であるとの立場
を明確にする。国は責任をもって、物価・賃金上昇を正面から反映した、基
本診療料を中心とするさらなる診療報酬の引き上げを行うべきであり、その
実現を強く求める。
 以上
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薬
科
部
は
２
０
２
５
年
９
月
12
日
〜
11
月
７
日

に
か
け
、
医
薬
品
の
「
限
定
出
荷
」
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
薬
科
部
会
員
（
98
薬
局
）

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
郵
送
で
回
答
を
依
頼
し
、
52
件
の

回
答
を
得
た
（
回
答
率
約
53
％
）。

　

厚
労
省
に
よ
る
医
薬
品
の
出
荷
状
況
に
関
す
る

調
査
で
は
、
２
０
２
５
年
９
月
時
点
で
も
医
薬
品

全
体
に
お
け
る
「
限
定
出
荷
」「
供
給
停
止
」
の

割
合
は
全
体
の
14
％
を
占
め
、
２
２
０
０
品
目
を

超
え
る
厳
し
い
「
限
定
出
荷
」
等
の
状
況
が
続
い

て
い
た
。
薬
科
部
は
、
こ
の
「
国
に
よ
る
医
薬
品

安
定
供
給
の
危
機
」
を
踏
ま
え
、
薬
剤
師
の
日
常

現
場
で
の
経
験
や
苦
労
を
医
師
・
歯
科
医
師
と
広

く
共
有
し
、
見
通
し
な
ど
情
報
提
供
を
行
う
た
め

に
独
自
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
結
果
詳
細
、
寄
せ
ら

れ
た
具
体
的
な
声
に
つ
い
て
は
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
、
記
事
最
後
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
）。

患
者
へ
の
深
刻
な
影
響

明
ら
か
に

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
医
薬
品

の
い
わ
ゆ
る
「
出
荷
調
整
」（
限

定
出
荷
）
が
、
一
部
の
特
殊
な
事

象
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
薬
局
の

日
常
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
（
問
１
）。

　

入
手
困
難
な
薬
剤
は
カ
ル
ボ
シ

ス
テ
イ
ン
、
フ
ス
コ
デ
、
オ
ー
グ

メ
ン
チ
ン
な
ど
風
邪
や
感
染
症
の

治
療
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
上
位

を
占
め
（
問
２
）、
と
り
わ
け
高

齢
者
、
障
害
者
、
基
礎
疾
患
を
も

つ
人
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
健

康
に
か
か
わ
る
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
実
際
に
回
答
者
の
ほ
と
ん
ど

が
患
者
へ
の
影
響
を
経
験
し
て
お

り
（
問
4
）、
そ
の
内
容
は
深
刻

で
あ
る
。

　

寄
せ
ら
れ
た
声
か
ら
明
ら
か
と

な
っ
た
具
体
的
課
題
は
下
記
の
通

り
で
あ
る
。

■
治
療
の
中
断
と
症
状
悪
化
：

「
不
足
分
が
入
荷
し
な
い
た
め
、

患
者
さ
ん
が
服
用
で
き
な
い
期
間

が
あ
っ
た
」
な
ど
、
必
要
な
薬
が

手
に
入
ら
な
い
こ
と
で
治
療
計
画

に
支
障
を
き
た
し
、
症
状
が
悪
化

す
る
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。

■
物
理
的
・
精
神
的
負
担
の
増

大
：「
遠
方
の
病
院
を
受
診
し
、

家
の
近
く
の
当
薬
局
へ
来
局
さ
れ

た
が
、
在
庫
が
な
い
た
め
再
度
病

院
近
隣
の
薬
局
へ
行
く
こ
と
に
な

っ
た
」
な
ど
、
患
者
が
不
必
要
な

移
動
を
強
い
ら
れ
、
不
要
な
時
間

と
労
力
を
費
や
し
て
い
る
現
状
も

示
さ
れ
た
。

■
服
薬
し
づ
ら
く
な
る
と
い
う
問

題
：「
錠
剤
が
入
荷
し
な
い
た
め

細
粒
の
後
発
品
に
し
た
ら
、
飲
み

に
く
く
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
低

下
し
た
」
な
ど
、
患
者
が
服
薬
し

や
す
い
剤
形
を
選
べ
な
い
こ
と
で

治
療
効
果
の
低
下
や
服
薬
の
中
断

に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

も
示
唆
さ
れ
た
。

薬
局
へ
の
影
響
と

背
景
に
あ
る
構
造
的
課
題

　

本
来
、「
出
荷
調
整
」
は
一
時

的
な
需
給
の
調
整
を
指
す
が
、
現

在
の
医
薬
品
不
足
の
状
況
は
、
こ

の
言
葉
で
済
ま
さ
れ
な
い
構
造
的

な
「
医
薬
品
の
安
定
供
給
の
危

機
」
で
あ
っ
て
、
保
険
診
療
の
中

で
必
要
と
す
る
薬
剤
が
使
用
で
き

な
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ

る
。

　

こ
の
問
題
の
背
景
に
は
医
療
制

度
や
流
通
シ
ス
テ
ム
に
根
差
し
た

複
数
の
構
造
的
な
課
題
が
存
在
す

る
。

■
低
薬
価
政
策
と
不
採
算
品
目
：

危
機
の
原
因
と
解
決
す
べ
き
問
題

と
し
て
回
答
者
の
83
％
が
「
低
医

療
費
―
低
薬
価
政
策
」
を
、
77
％

が
「
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
不
採
算
品

目
の
供
給
停
止
」
を
原
因
と
し
て

挙
げ
て
い
る
（
問
５
）。

　

こ
れ
ら
は
医
薬
品
メ
ー
カ
ー
が

安
定
的
な
供
給
を
維
持
す
る
た
め

の
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
失

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

根
本
的
な
解
決
に
は
薬
価
制
度
の

納
得
の
い
く
見
直
し
が
不
可
欠
で

あ
る
。

■
情
報
の
不
透
明
性
：「
欠
品
案

内
が
来
な
い
こ
と
も
多
い
」
な

ど
、
メ
ー
カ
ー
や
卸
か
ら
の
情
報

提
供
が
不
十
分
な
実
態
も
示
さ
れ

て
お
り
、
必
要
な
情
報
が
タ
イ
ム

リ
ー
に
共
有
さ
れ
な
い
た
め
、
薬

剤
師
は
手
探
り
で
在
庫
を
探
さ
ざ

る
を
得
ず
、
業
務
負
担
が
増
大
し

て
い
る
。

■
現
場
の
過
剰
な
負
担
：
薬
局
は

「
メ
ー
カ
ー
・
卸
業
者
に
問
い
合

わ
せ
る
」「
医
師
に
処
方
変
更
を

依
頼
す
る
」
と
い
っ
た
対
応
に
追

わ
れ
（
問
３
）、「
対
物
か
ら
対
人

へ
」
と
求
め
ら
れ
る
業
務
変
革
と

は
裏
腹
に
、
物
の
確
保
に
余
分
な

時
間
を
取
ら
れ
、
本
来
の
専
門
性

を
発
揮
で
き
な
い
状
況
が
見
ら
れ

て
い
る
。

課
題
解
決
に
向
け
て

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
示

す
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

単
発
的
な
対
策
で
は
な
く
、
以
下

の
よ
う
な
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

■
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
再

構
築
：
生
産
地
も
含
め
メ
ー
カ
ー

か
ら
薬
局
ま
で
の
情
報
共
有
の
仕

組
み
を
強
化
し
、
流
通
の
透
明
性

を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
医
薬
品

の
原
材
料
が
国
内
の
も
の
か
、
海

外
の
も
の
か
、
製
造
工
場
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
そ
し
て
海
外
の
場

合
は
そ
の
品
質
は
ど
の
よ
う
に
確

認
さ
れ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

■
政
策
誘
導
の
転
換
：
安
定
供
給

を
評
価
す
る
薬
価
制
度
へ
の
見
直

し
な
ど
、
国
全
体
と
し
て
安
定
供

給
を
最
優
先
す
る
姿
勢
を
打
ち
出

す
べ
き
で
あ
る
。

■
現
場
負
担
の
軽
減
：
薬
局
が
不

良
在
庫
を
抱
え
る
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
仕
組
み
や
、
薬
剤
師
が
円
滑

に
代
替
品
を
確
保
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
問
題
は
、
患
者
の
健
康
と
薬

剤
師
の
業
務
に
直
接
関
わ
る
日
常

的
で
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
職
域
、
単
位
で
関
係
各
所

が
具
体
的
に
連
携
し
て
解
決
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
協
会

薬
科
部
会
員
を
対
象
に
パ
イ
ロ
ッ

ト
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
実
施
し
た
も

の
だ
っ
た
。
２
０
２
５
年
９
月
24

日
「
ロ
ゼ
バ
ラ
ミ
ン
」
の
供
給
不

足
問
題
に
関
し
て
西
宮
・
芦
屋
支

部
の
広
川
恵
一
顧
問
、
伊
賀
幹
二

理
事
が
厚
労
省
と
の
懇
談
に
出
向

き
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
16
％
時
点
の

結
果
も
現
場
の
声
と
し
て
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

２
０
２
０
年
12
月
小
林
化
工
事

件
に
端
を
発
し
た
５
年
に
も
及
ぶ

医
薬
品
の
「
出
荷
調
整
」
の
状
況

は
、
薬
剤
師
業
務
を
圧
迫
し
、
個

々
の
薬
局
・
薬
剤
師
の
努
力
の
限

界
を
す
で
に
超
え
て
い
る
。

　

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・

医
療
職
す
べ
て
が
協
力
し
て
国
や

国
民
に
こ
の
窮
状
を
訴
え
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。

品目名 件数 薬効分類名
　11　中枢神経系用薬
セパゾン錠 3 マイナートランキライザー

アトモキセチン錠 4
注意欠陥／多動性障害治療剤
（選択的ノルアドレナリン再
取り込み阻害剤）

　13　感覚器官用薬
ヒアルロン酸Na点眼液 4 角結膜上皮障害治療用点眼剤
　21　循環器官用薬

テラムロAP錠・BP錠 9
胆汁排泄型持続性AT１受容体
ブロッカー／持続性Ca拮抗薬
合剤

シルニジピン錠 3 持続性Ca拮抗降圧剤
バルサルタン錠 3 選択的AT１受容体ブロッカー
ヘルベッサーＲカプセル 8 持続性Ca拮抗剤
ジルチアゼム錠 7 Ca拮抗剤
ピタバスタチンCa錠 3 HMG-CoA還元酵素阻害剤
　22　呼吸器官用薬
メジコン錠 12 鎮咳剤
フスコデ配合錠 15 鎮咳剤
アストミン錠 4 鎮咳剤＜非麻薬＞
カルボシステイン錠 11 気道粘液調整・粘膜正常化剤
アンブロキソール塩酸塩OD錠 7 徐放性気道潤滑去痰剤
アスベリン錠 5 鎮咳剤

ブデホル吸入粉末剤 5 ドライパウダー吸入式喘息・
COPD治療配合剤

　23　消化器官用薬

ランソプラゾール錠 3 プロトンポンプ・インヒビタ
ー

リパクレオンカプセル 8 膵消化酵素補充剤
ポリフル錠・細粒 13 過敏性腸症候群治療剤
　24　ホルモン剤（抗ホルモン剤を含む）

マンジャロ皮下注 5 持続性GIP/GLP-1受容体作動
薬

　32　滋養強壮薬
グルコンサンＫ錠 5 カリウム補給剤
Ｌ－アスパラギン酸Ｋ錠 5 Ｋアスパルテート製剤
　33　血液・体液用薬
ヘパリン類似物質 6 血行促進・皮膚保湿剤
　44　アレルギー用薬

モンテルカスト細粒 6 ロイコトリエン受容体拮抗薬
気管支喘息治療薬

　52　漢方製剤
ツムラ麦門冬湯エキス顆粒 3 漢方製剤
　61　抗生物質製剤
アモキシシリン錠 6 合成ペニシリン製剤
オーグメンチン錠 10 複合抗生物質製剤
エリスロシン錠 8 マクロライド系抗生物質製剤
※３件以上回答があったもののみ抜粋

病院
2%

チェーン
展開薬局
44%

個人薬局
54%

0 20 40 60 80 100

処方をお断りする

近隣の薬局を紹介する

系列薬局から調達する

先発品又は後発品に変更する

医師に処方変更を依頼する

メーカー・卸業者に問い合わせる 48人

47人

41人

27人

27人

13人

（％）

0 20 40 60 80 100

薬事行政の問題 (政策誘導 - 危機管理 - 監視体制 )

サプライチェーン不安定の問題

メーカーによる不採算品目の供給停止

メーカー行政処分による需要集中拡大

ジェネリックメーカーの不祥事

低医療費 - 低薬価政策 43人

32人

22人

40人

9人

13人

（％）

ない
0%

ある
100%

ない
13%

ある
87%

問２　 具体的な薬品名をお書きください回答者の勤め先 問１　 医薬品の「限定出荷」等により、
入荷できない、または入荷しにく
くなった薬剤はありますか

問３　「限定出荷」等にどのような対応をされていますか（複数選択可）

問５　今回の「国による医薬品安定供給の危機」の原因と、解決すべき　
問題として痛感された項目をお選びください（複数選択可）

問
４　

「
限
定
出
荷
」
等
に
よ
っ
て
、
患
者

さ
ん
に
具
体
的
に
影
響
が
生
じ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か

薬科部「医薬品の『限定出荷』等に関するアンケート」結果　概要

医薬品安定供給の危機 示す医薬品安定供給の危機 示す
 兵庫県保険医協会薬科部世話人　　長光　由紀、滝本　桂子、西村ゆかり

上田　富江、木戸口美和子、古井　裕子

▼結果詳細は
　こちらから
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２
０
２
６
年
衆
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）

２
０
２
６
年
１
月　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

２
０
２
６
年
２
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
に
向
け

て
、
政
策
・
運
動
・
広
報
委
員
会
で
と
り
ま
と
め
た
「
２
０
２
６
年

衆
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
保
険
医
の
重
点
要
求
（
案
）」
を
発
表

す
る
。

　

今
次
衆
議
院
選
挙
に
あ
た
り
、

私
た
ち
保
険
医
は
、
長
年
続
い
て

き
た
医
療
・
社
会
保
障
費
抑
制
政

策
を
転
換
し
、
国
民
の
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
る
政
治
の
実
現
を
強

く
求
め
る
。

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
本
体
部
分
が
30
年
ぶ
り
に

３
％
を
超
え
る
引
き
上
げ
と
さ
れ

た
。
医
療
現
場
の
危
機
的
状
況
を

訴
え
続
け
て
き
た
私
た
ち
の
運
動

が
、
近
年
ま
れ
に
み
る
プ
ラ
ス
改

定
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
確
信

を
も
っ
て
受
け
止
め
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
多
く
は
賃
金
・
物
価

上
昇
へ
の
対
応
に
と
ど
ま
り
、
病

院
・
診
療
所
の
経
営
を
立
て
直

し
、
地
域
医
療
を
安
定
的
に
維
持

で
き
る
水
準
に
は
程
遠
い
。

　

物
価
高
騰
、
人
件
費
上
昇
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
に
加

え
、
医
療
Ｄ
Ｘ
対
応
な
ど
新
た
な

負
担
が
医
療
現
場
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
病
院
・
診
療
所
の

赤
字
は
広
が
り
、
診
療
縮
小
や
閉

院
も
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
地
域
医
療
の
存
続
そ
の
も
の

が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
政
府
・
与
党
は

「
制
度
の
持
続
可
能
性
」
を
理
由

に
、
患
者
・
利
用
者
負
担
の
引
き

上
げ
を
相
次
い
で
打
ち
出
し
て
い

る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付

縮
小
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直

し
、
高
齢
者
の
窓
口
負
担
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
引
き
上
げ
な

ど
は
、
受
診
や
利
用
の
抑
制
を
招

き
、
必
要
な
医
療
・
介
護
か
ら
人

々
を
遠
ざ
け
る
。
負
担
増
に
よ
る

保
険
料
軽
減
効
果
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
一
方
、
慢
性
疾
患
や
重
い

病
気
を
抱
え
る
患
者
、
高
齢
者
、

子
育
て
世
帯
に
過
度
の
犠
牲
を
強

い
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
政
府
は
、
社
会
保
障
に

は
「
財
源
が
な
い
」
と
言
い
な
が

ら
、
防
衛
費
に
つ
い
て
は
大
幅
な

拡
大
を
進
め
て
い
る
。
防
衛
関
係

費
は
す
で
に
９
兆
円
を
超
え
、
今

後
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
・
５
％
と
さ
れ

れ
ば
21
兆
円
規
模
に
達
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
医
療
や
介
護
の
現
場

が
日
々
の
事
業
継
続
に
苦
し
む
中

で
、
こ
の
規
模
の
防
衛
費
拡
大
を

優
先
す
る
政
治
の
あ
り
方
は
、
国

民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
も

の
と
言
え
る
の
か
が
厳
し
く
問
わ

れ
て
い
る
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
攻
撃
、
米

国
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
軍
事

行
動
な
ど
、
武
力
に
よ
る
問
題
解

決
が
繰
り
返
さ
れ
、
国
際
情
勢
は

不
安
定
さ
を
増
し
て
い
る
。
戦
争

は
真
っ
先
に
人
々
の
い
の
ち
と
健

康
、
生
活
基
盤
を
破
壊
す
る
。
医

師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
私
た
ち

は
そ
の
現
実
を
決
し
て
看
過
で
き

な
い
。

　

日
本
が
進
む
べ
き
道
は
、
軍
拡

に
よ
る
緊
張
の
拡
大
で
は
な
く
、

憲
法
の
理
念
に
立
脚
し
た
平
和
外

交
を
粘
り
強
く
追
求
す
る
こ
と
で

あ
る
。
医
療
提
供
体
制
を
維
持

し
、
誰
も
が
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
社
会
を
築
く
こ
と
は
、
日

本
国
憲
法
が
保
障
す
る
生
存
権
に

基
づ
く
国
の
責
務
で
あ
り
、
同
時

に
、
戦
争
を
回
避
し
平
和
な
国
際

環
境
を
つ
く
る
こ
と
も
ま
た
、
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め

に
不
可
欠
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、

社
会
保
障
を
削
り
防
衛
費
を
膨
張

さ
せ
る
政
治
に
異
議
を
唱
え
る
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実
と
、

平
和
外
交
を
軸
と
し
た
国
際
協
調

に
よ
っ
て
、
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
実
現

す
る
政
府
の
誕
生
を
、
強
く
求
め

る
。個

別
要
求

１ 

、
医
療
・
社
会
保
障 

制
度
の
改
善
要
求

①
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
期
中

改
定
を
行
い
、
診
療
報
酬
を
抜
本

的
に
増
や
す
こ
と
。

②
急
性
期
病
床
削
減
あ
り
き
の
新

た
な
地
域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
都
道
府
県
に
押
し
付
け

な
い
こ
と
。

③
地
域
医
療
構
想
に
、
都
道
府
県

が
、
地
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
地

域
の
医
療
関
係
者
の
意
見
を
十
分

に
反
映
さ
せ
、
災
害
や
新
興
感
染

症
対
策
を
見
越
し
て
余
力
を
持
っ

た
病
床
数
を
将
来
推
計
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

④
地
域
医
療
構
想
の
中
で
、
公
立

・
公
的
病
院
の
役
割
を
評
価
し
、

無
理
な
統
廃
合
を
行
わ
な
い
こ

と
。

⑤
医
師
不
足
を
解
消
す
る
と
と
も

に
相
次
ぐ
医
師
の
過
労
死
を
防
ぐ

た
め
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
養

成
数
を
増
や
す
こ
と
。

⑥
健
康
保
険
証
を
復
活
さ
せ
る
と

と
も
に
、
取
り
急
ぎ
資
格
確
認
書

を
全
員
に
交
付
す
る
こ
と
。
医
療

機
関
に
医
療
Ｄ
Ｘ
に
係
る
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
強
制
し
た
り
、
そ
れ

に
伴
う
金
銭
的
人
的
負
担
を
押
し

付
け
な
い
こ
と
。

⑦
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付
縮

小
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

な
ど
患
者
負
担
増
計
画
を
撤
回

し
、
医
療
費
窓
口
負
担
割
合
を
引

き
下
げ
る
こ
と
。
こ
ど
も
の
医
療

費
窓
口
負
担
は
国
の
責
任
で
中
学

３
年
生
ま
で
無
料
に
し
、
高
校
３

年
生
世
代
ま
で
無
料
を
め
ざ
す
こ

と
。

⑧
歯
科
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
保
険
の
利
く
範
囲
を
広
げ

る
こ
と
。

⑨
歯
科
技
工
士
・
歯
科
衛
生
士
の

労
働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
。

⑩
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
解
消
を
行
う
と

と
も
に
代
替
材
料
の
開
発
と
保
険

適
用
を
行
う
こ
と
。

⑪
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
に
つ
な

が
る
選
定
療
養
費
制
度
を
は
じ
め

と
す
る
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度

の
さ
ら
な
る
拡
大
な
ど
を
行
わ
な

い
こ
と
。

⑫
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
で
国
保

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

⑬
介
護
保
険
制
度
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
認
定
方
式
を
改
め
る
と
と
も

に
、
保
険
料
を
応
能
負
担
に
改

め
、
利
用
者
負
担
を
引
き
下
げ
る

こ
と
。

⑭
年
金
積
立
金
の
投
機
的
運
用
を

止
め
る
と
と
も
に
、
自
動
的
に
年

金
支
給
額
を
減
ら
す
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
を
廃
止
し
、
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
め
ざ
す

こ
と
。

⑮
医
療
の
公
益
性
を
守
る
事
業
税

非
課
税
措
置
と
４
段
階
税
制
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
。

２ 

、
災
害
復
興
を 

求
め
る
要
求

①
能
登
半
島
地
震
の
医
療
費
一
部

負
担
金
免
除
措
置
を
、
直
ち
に
復

活
さ
せ
生
活
再
建
が
完
了
す
る
ま

で
延
長
し
、
全
被
災
医
療
機
関
の

再
建
に
公
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

②
被
災
地
復
興
に
直
接
関
係
の
な

い
事
業
に
復
興
予
算
を
流
用
す
る

の
を
や
め
、
被
災
者
の
生
活
再
建

に
真
に
役
立
つ
予
算
執
行
を
行
う

こ
と
。

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支

援
限
度
額
引
き
上
げ
、
半
壊
・
一

部
損
壊
世
帯
・
住
宅
店
舗
へ
の
適

用
拡
大
、
災
害
規
模
に
よ
る
適
用

条
件
の
廃
止
を
行
う
こ
と
。

３ 

、
財
政
構
造
の
転
換

を
求
め
る
要
求

①
消
費
税
を
減
税
し
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費
税

を
ゼ
ロ
税
率
導
入
に
よ
り
解
決
す

る
こ
と
。

②
防
衛
予
算
の
急
拡
大
な
ど
、
税

金
の
使
い
方
を
見
直
し
、
社
会
保

障
へ
の
公
費
負
担
を
拡
充
す
る
こ

と
。

③
空
前
の
利
益
を
上
げ
、
内
部
留

保
を
積
み
増
し
し
て
い
る
大
企
業

に
、
安
定
的
雇
用
の
拡
大
、
賃
金

の
引
き
上
げ
を
求
め
、
社
会
保
険

料
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
。

④
大
企
業
や
富
裕
層
向
け
の
優
遇

税
制
を
あ
ら
た
め
、
法
人
税
や
所

得
税
率
を
引
き
上
げ
、
社
会
保
障

の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。
タ
ッ

ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
な
ど
に
よ
り
税
金

逃
れ
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
富
裕

層
に
追
徴
的
に
課
税
す
る
こ
と
。

４ 

、
環
境
・
公
害
に 

関
わ
る
要
求

①
原
発
と
石
炭
火
発
を
将
来
に
わ

た
り
維
持
・
活
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
脱
原
発

・
脱
石
炭
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
中
心
の
政
策
に
転
換
し
、「
２

０
５
０
年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
実
質
ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
こ

と
。

②
稼
働
中
の
原
発
を
停
止
し
、
す

べ
て
の
原
発
の
再
稼
働
、
新
増

設
、
輸
出
を
止
め
、
全
原
発
の
廃

炉
を
決
断
す
る
こ
と
。

③
原
子
力
規
制
委
員
会
を
透
明
か

つ
公
正
・
民
主
的
な
機
関
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
。

④
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
に
関
す

る
国
の
責
任
を
認
め
、
被
害
実
態

の
正
確
な
調
査
・
把
握
、
十
分
な

補
償
を
行
う
こ
と
。

⑤
震
災
時
を
は
じ
め
と
す
る
建
物

解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
を

防
止
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

予
防
策
を
行
う
こ
と
。

⑥
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
水
質
基
準
値
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
環
境
基

準
値
を
定
め
、
規
制
強
化
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
国
の
責
任
で
血
液

調
査
を
実
施
し
、
健
康
被
害
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

５ 

、
反
核
・
平
和
と 

国
民
主
権
を
強
化 

・

充
実
す
る
要
求

①
安
全
保
障
関
連
法
を
廃
止
し
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

②
憲
法
を
守
り
、
憲
法
ど
お
り
の

国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

③
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条
件

撤
去
し
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
を
行
わ
な
い
こ
と
。

④
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核

兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
と
と

に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す

こ
と
。

 

以
上

会員投稿　緊急募集

衆議院選挙　「投票に行こう！」
文字数　600字程度　締　切　１月26日（月）
テーマ　衆議院選挙の争点など
送付先　 wuyuxi@doc-net.or.jp
　　　　FAX：078－393－1820まで

も
に
、
条
約
に
参
加
を
し
な
い
核

保
有
国
な
ど
に
批
准
を
求
め
る
こ

と
。

⑤
日
本
政
府
は
、
非
核
三
原
則
を

堅
持
す
る
こ
と
。

⑥
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
事
態
打
開
の
た
め
非
軍
事
的

外
交
努
力
を
強
め
る
こ
と
。

⑦
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の

武
力
行
使
を
中
止
さ
せ
る
た
め
、

外
交
努
力
を
強
め
る
こ
と
。

⑧
米
国
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
軍
事

攻
撃
に
抗
議
を
行
う
と
と
も
に
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
行
お
う
と
し
て

い
る
国
際
法
無
視
の
軍
事
攻
撃
を

行
わ
な
い
よ
う
国
と
し
て
求
め
る

こ
と
。

⑨
政
治
資
金
を
通
じ
た
利
権
と
癒

着
を
断
ち
切
る
た
め
、
企
業
・
団

体
献
金
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ

と
。

⑩
あ
ら
ゆ
る
国
籍
・
民
族
・
出
自

・
信
条
の
違
い
を
理
由
と
し
た
排

外
的
言
動
や
差
別
を
許
さ
ず
、
共

　2025年に保険医年金を解約された方は、利息を一時所得として申告
する必要があります。また、年金として受給中の方は、１月中旬に大
樹生命から送付された「生命保険契約にもとづく年金のお支払内容報
告書」（はがき）を参照の上、雑所得の申告をしてください。

　保険医年金は一般生命保険料控除（旧制度）の対象です。「生命保
険料控除証明書」は、昨年11月にお送りした積立金通知書に記載され
ています。
　積立年金「DefL（デフエル）」の「一般型」は一般生命保険料控除
（新制度）、同「DefL（デフエル）」の「個年型」は個人年金保険料控
除（新制度）の対象となります。「生命保険料控除証明書」は昨年11
月に各ご加入者宛に送付しております。

〈保険医年金の申告額の計算〉
　一時所得＝（一時金受取額－払込掛金－50万円）×２分の１
　雑所得＝年間支払額－年間必要経費（対応する掛金額） 
※他に一時所得や雑所得がある場合は、それぞれ合算して申告してください。

お問い合わせは、共済部　☎078－393－1805まで

2025年に保険医年金を解約、または 　2025年に保険医年金を解約、または 　
年金受給された方は申告をお忘れなく年金受給された方は申告をお忘れなく

生命保険料控除の申告について生命保険料控除の申告について
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神
戸
支
部
は
11
月
29
日
、
協
会

会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研
究
会

「
頭
痛
の
鑑
別
診
断
」
を
開
催
。

西
宮
協
立
脳
神
経
外
科
病
院
脳
神

経
内
科
の
立
花
久
大
先
生
を
講
師

と
し
、
26
人
（
来
場
７
人
、
オ
ン

ラ
イ
ン
19
人
）
が
参
加
し
た
。
参

加
し
た
土
山
雅
人
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

西
宮
協
立
脳
神
経
外
科
病
院
の

立
花
久
大
先
生
（
同
院
名
誉
院

長
、
日
本
頭
痛
学
会
名
誉
会
員
）

　

郷
地
先
生
は
は
じ
め
に
、
日
本

被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
こ
と
に
ふ
れ
、
授
賞
式
で

の
田
中
熙
巳
代
表
委
員
の
ス
ピ
ー

チ
を
紹
介
。
田
中
さ
ん
は
日
本
原

水
協
が
こ
れ
ま
で
「
戦
争
被
害
は

国
民
が
受
忍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
国
の
主
張
に
抗
っ
て
国

家
補
償
を
求
め
て
き
た
と
話
し
、

「
原
爆
で
亡
く
な
っ
た
死
者
に
対

害
者
に
よ
る
被
害
者

の
研
究
に
協
力
し
た

も
の
で
あ
り
、
郷
地

先
生
は
歴
史
上
類
を

み
な
い
、
被
爆
者
へ

の
犯
罪
的
行
為
で
あ

る
と
強
く
非
難
し

た
。

　

近
年
、
国
が
根
拠

と
し
て
き
た
初
期
放

射
線
に
よ
る
「
死
の

同
心
円
」
に
重
大
な

誤
り
が
あ
っ
た
こ
と

す
る
償
い
を
、
日
本
政
府
は
全
く

し
て
い
な
い
」
と
二
度
も
繰
り
返

し
て
訴
え
て
い
た
。
し
か
し
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
の
受
賞
が
報
じ
ら
れ

る
際
、
核
廃
絶
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の

の
、
国
家
補
償
に
つ
い
て
の
訴
え

は
メ
デ
ィ
ア
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上

げ
ら
れ
な
か
っ
た
と
し
た
。

　

戦
後
、
日
本
政
府
は
「
原
子
爆

弾
災
害
調
査
研
究
特
別
委
員

会
」、
後
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
」
に
協

力
。
被
爆
者
を
加
療
す
る
の
で
な

く
、
米
軍
と
と
も
に
研
究
の
対
象

と
し
て
観
察
し
、
死
亡
者
の
解
剖

臓
器
の
提
供
も
行
っ
て
い
た
。
加

が
明
ら
か
に
な
り
、
ま
た
そ
の
論

争
を
通
じ
て
被
爆
の
認
識
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
研
究
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
紹
介

さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
も
特
集
で
被
爆

の
実
態
が
報
じ
ら
れ
た
。
当
初
は

Ｗ
ｅ
ｂ
で
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

た
が
現
在
で
は
で
き
な
く
な
り
、

「
作
為
的
な
も
の
を
感
じ
る
」
と

話
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
原
爆
症
裁

判
や
近
年
の
研
究
で
明
ら
か
に
な

っ
た
黒
い
雨
の
評
価
、「
外
部
被

曝
」
と
「
内
部
被
曝
」
の
体
内
へ

の
残
留
の
違
い
な
ど
、
最
新
の
知

見
を
紹
介
し
た
。

　

国
が
１
年
間
で
新
規
に
認
定
し

た
原
爆
症
の
患
者
の
数
は
、
１
９

８
０
年
頃
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で

毎
年
必
ず
２
０
０
０
人
前
後
で
あ

っ
た
。
予
め
決
ま
っ
て
い
た
予
算

か
ら
逆
算
し
た
人
数
に
合
う
よ
う

審
査
さ
れ
て
い
た
実
態
が
あ
っ
た

と
聞
き
、
こ
れ
ま
で
の
政
権
の
国

民
の
医
療
・
社
会
保
障
に
対
す
る

軽
視
が
こ
こ
に
も
表
れ
て
い
る
と

感
じ
た
。
改
め
て
社
会
保
障
全
般

充
実
へ
の
活
動
と
、
国
民
の
権
利

意
識
向
上
も
課
題
と
感
じ
た
。

　

郷
地
先
生
の
今
回
の
講
演
は
、

対
象
が
一
般
市
民
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
特
に
分
か
り
や
す
く
、

全
員
が
聞
き
入
っ
て
い
た
。
協
会

で
も
ぜ
ひ
勉
強
会
の
講
師
に
推
し

た
い
と
感
じ
た
。

　

郷
地
先
生
が
代
表
を
務
め
る

「
核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医

師
の
会
」
は
、
医
療
で
治
療
で
き

な
い
核
戦
争
に
よ
る
被
害
を
防
止

す
る
こ
と
は
、
人
命
を
守
る
医
師

・
歯
科
医
師
の
社
会
的
責
任
で
あ

る
と
し
、
核
兵
器
の
全
廃
を
目
指

す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

　

協
会
も
運
営
に
協
力
す
る
非
核
の
政
府
を
求
め
る
兵
庫
の
会
は
11

月
24
日
、
協
会
会
議
室
で
近
畿
各
地
の
「
非
核
の
会
」
の
取
り
組
み

を
交
流
す
る
非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
・
近
畿
交
流
会
を
、
協
会
会

議
室
で
開
催
。
記
念
講
演
と
し
て
「
核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医

師
の
会
」
代
表
で
協
会
理
事
の
郷
地
秀
夫
先
生
が
「
被
爆
80
年
―
被

爆
の
実
相
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
残
さ
れ
た
課
題
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
、
各
地
の
「
非
核
の
会
」
会
員
・
市
民
な
ど
20
人
が
参
加

し
た
。
参
加
し
た
川
西
敏
雄
参
与
の
参
加
記
を
紹
介
す
る
。

た
。

　

ま
ず
は
一
次
性
頭
痛

（
主
に
診
療
所
で
治
療

す
べ
き
頭
痛
）
と
し
て

片
頭
痛
、
緊
張
型
頭

痛
、
群
発
頭
痛
な
ど
を

取
り
上
げ
ら
れ
、
二
次

性
頭
痛
（
主
に
病
院
へ

送
る
べ
き
頭
痛
）
と
し

て
は
各
種
の
脳
血
管
障

る
こ
と
が
治
療
の
質

を
高
め
る
と
い
う
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　

歯
科
衛
生
士
が
患

者
様
の
主
訴
や
本
音

を
的
確
に
汲
み
取

り
、
ド
ク
タ
ー
と
共

有
す
る
こ
と
が
、
よ

り
良
い
歯
周
治
療
計

画
に
つ
な
が
る
と
実

感
し
ま
し
た
。
特
に

臨
床
で
起
こ
り
や
す

い
ミ
ス
や
苦
手
部
位

を
意
識
し
、
研
修
内

容
を
す
ぐ
に
実
践
す

に
よ
る
「
頭
痛
の
鑑
別
診
断
」
の

講
演
に
出
席
し
ま
し
た
。
私
は
以

前
に
在
職
し
て
い
た
兵
庫
医
大
で

先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
り
、
懐
か
し
い
気
持
ち
で
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

頭
痛
は
日
常
よ
く
遭
遇
す
る
コ

モ
ン
デ
ィ
ジ
ー
ズ
で
す
が
、
そ
の

背
景
に
は
多
種
多
様
な
病
態
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
で
は
こ
の
頭
痛
に

関
し
て
、
一
次
性
（
機
能
性
）
頭

痛
と
二
次
性
（
症
候
性
）
頭
痛
の

違
い
、
診
療
所
で
治
療
す
べ
き
頭

痛
と
病
院
に
送
る
べ
き
頭
痛
の
鑑

別
な
ど
に
つ
い
て
豊
富
な
自
験
例

を
用
い
て
丁
寧
に
解
説
さ
れ
ま
し

害
、
低
髄
液
性
頭
痛
、
動
脈
炎
、

脳
炎
・
髄
膜
炎
さ
ら
に
は
耳
鼻

科
、
眼
科
疾
患
に
よ
る
頭
痛
な
ど

に
つ
い
て
画
像
所
見
な
ど
も
含
め

て
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
薬
剤
の
使
用
過
多
に
よ
る

頭
痛
や
高
齢
者
の
頭
痛
、
危
険
な

頭
痛
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に

も
言
及
さ
れ
、
ま
さ
に
頭
痛
診
療

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
よ
う
で
し

た
。

　

実
地
医
家
の
外
来
に
お
け
る
頭

痛
患
者
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
頭

痛
が
一
次
性
頭
痛
か
二
次
性
頭
痛

か
を
見
分
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
後
者
の
場
合
は
緊
急
の
処
置

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、
時
に
生

命
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
る
の

で
専
門
施
設
と
の
連
携
が
必
須
で

あ
る
こ
と
が
良
く
理
解
で
き
、
明

日
か
ら
の
診
療
に
大
い
に
役
立
つ

講
演
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
時
間
の
関
係
か
ら
か
、

残
念
な
が
ら
頭
痛
の
治
療
に
踏
み

込
ん
だ
お
話
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
例
え
ば
片
頭
痛
に
関
し
て
も

こ
の
数
年
の
間
に
い
く
つ
か
の
新

た
な
治
療
薬
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
治
療
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
が
起
こ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
最
近
の
頭
痛
の
治
療
に
つ
い

て
も
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
講
演

い
た
だ
き
た
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

【
西
宮
市

土
山　

雅
人
】

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

十
時
先
生
の
説
明
の
分
か
り
や
す

さ
や
臨
床
で
活
か
せ
る
様
々
な
分

野
の
対
応
力
を
学
べ
、
と
て
も
身

に
つ
き
ま
し
た
。
私
は
今
年
衛
生

士
と
し
て
６
年
目
を
迎
え
、
日
々

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
は
ど
う
し

て
も
流
れ
作
業
に
な
り
が
ち
で
す

が
、
学
生
時
代
に
学
ん
だ
基
礎
に

立
ち
返
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

　

歯
科
部
会
は
12
月
14
日
、
協
会

会
議
室
で
特
別
研
究
会
「
臨
床
力

を
高
め
る
歯
科
衛
生
士
業
務
の
実

践
〜
実
習
付
き
」
を
開
催
。
十
時

裕
子
氏
（
株
式
会
社
Ｔ
ｓ
ｔ
ｙ

ｌ
ｅ
代
表
取
締
役
・
歯
科
衛
生

士
）
を
講
師
に
、
21
人
が
参
加
し

た
。
参
加
し
た
、（
医
）
に
い
歯

科
・
矯
正
歯
科
・
歯
科
衛
生
士
の

石
田
汐
里
氏
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

プ
ロ
ー
ビ
ン
グ
時
の
力
加
減
や

超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
角
度
、
チ

ッ
プ
の
先
端
だ
け
で
な
く
ミ
ラ
ー

排
除
の
位
置
な
ど
、
細
か
な
確
認

が
患
者
様
の
痛
み
を
軽
減
し
、
無

意
識
下
で
の
安
心
感
に
つ
な
が
る

と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｒ

Ｐ
に
お
い
て
は
術
前
説
明
や
術
中

・
術
後
の
声
か
け
や
、
無
理
の
な

い
体
勢
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
で
あ

り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
や
Ｂ
Ｏ
Ｐ
の
有
無
か

ら
炎
症
の
状
態
を
正
し
く
把
握
す

る
こ
と
が
今
後
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
各
医
院
の
方
針
や
業

務
内
容
に
よ
っ
て
歯
科
衛
生
士
の

役
割
、
で
き
る
こ
と
の
範
囲
は
異

な
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
自
分
に

で
き
る
最
大
限
の
業
務
を
全
う
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

【
東
灘
区
・（
医
）
に
い
歯
科
・

　

矯
正
歯
科　

歯
科
衛
生
士

石
田　

汐
里
】

を
行
っ
て
い
る
。
協
会
も
協
力
し

て
い
る
会
で
あ
り
、
ぜ
ひ
多
く
の

先
生
に
入
会
い
た
だ
き
た
い
。

郷地秀夫理事が被爆者を診療してきた　
長年の経験から、日本政府の姿勢を批判

非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
・
近
畿
交
流
会

感 想 文

被
爆
者
に
向
き
合
わ
な
か
っ
た

国
の
責
任
を
問
う

歯
科
衛
生
士
業
務

見
直
す
好
機
に

歯
科
特
別
研
究
会

参
与　
　

川
西　

敏
雄

感
想
文

神戸支部　研究会神戸支部　研究会「「頭痛の鑑別診断」頭痛の鑑別診断」

外来の頭痛患者
どう鑑別する？

豊富な症例をもとに、頭痛の鑑
別のポイントを語った立花先生

講師の十時氏を囲み、その手技を間近で吸収

　あなたの一歩が、核のない社会への希望
になります。どうか、私たちとともに歩ん
でください。（会費5000円／年）

ご入会申し込みは、☎078－393－1807まで

―核戦争を防止する兵庫県医師の会へ―核戦争を防止する兵庫県医師の会へ、、
 ご入会のお願い―ご入会のお願い―

もっと便利な積立保険

※労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！

〈４月１日受付開始〉

加入者数5万人、
積立金総額1兆3千億円

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害も安心

秋は一時払の増額受付のみ

しっかり増やす貯蓄型保険
介護保険Sasa*L (ササエル)

保険料が断然安い

参 加 記
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感想文①

感想文②

　

師
走
に
し
て
は
暖
か
い
日
和
で

し
た
が
、
６
歳
の
孫
と
初
参
加
し

ま
し
た
。
加
西
市
で
蕎
麦
屋
を
営

業
さ
れ
て
い
る
箱
崎
孝
治
先
生
と

お
弟
子
さ
ん
５
名
、
文
化
部
長
の

綿
谷
茂
樹
先
生
や
事
務
局
の
方
が

準
備
万
端
で
、
待
ち
構
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

料
理
テ
ー
ブ
ル
６
台
に
分
か
れ

36
名
で
い
ざ
打
ち
出
し
ま
し
た
。

①
８
割
蕎
麦
粉
１
㎏
に
３
度
に
わ

た
り
合
計
４
０
０
㏄
の
水
を
混
ぜ

大
小
パ
ラ
パ
ラ
の
玉
に
し
ま
す
↓

猫
の
手
（
両
指
第
Ⅱ
関
節
曲
げ
）

で
、
孫
は
砂
遊
び
み
た
い
に
熱
中

し
て
い
ま
し
た
②
練
り
込
み
し
ボ

ー
ル
状
に
し
ま
す
↓
孫
は
、
ま
る

で
粘
土
遊
び
の
如
く
一
心
不
乱
で

し
た
③
の
し
板
に
打
ち
粉
を
ふ
り

麺
棒
で
ピ
ザ
生
地
の
よ
う
に
伸
ば

し
て
い
き
ま
す
④
縦
、
横
と
麺
棒

を
駆
使
し
職
人
技
で
、
円
形
か
ら

厚
さ
２
㎜
の
長
方
形
に
マ
ジ
ッ
ク

の
よ
う
に
成
形
し
ま
す
⑤
２
回
く

ら
い
（
？
）
折
り
畳
み
、
蕎
麦
包

丁
で
１
・
５
か
ら
２
㎜
幅
に
切
り

ま
す
↓
蕎
麦
包
丁
は
重
く
孫
は
先

生
に
ヘ
ル
プ
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
⑥
き
っ
ち
り
90
秒
茹
で
２
回
冷

水
で
締
め
、
水
切
り
し
⑦
協
会
の

方
々
に
準
備
し
て
い
た
だ
い
た
お

杯
も
お
か
わ
り
し
ま
し
た
。
⑧
そ

れ
ぞ
れ
自
身
が
打
っ
た
蕎
麦
は
、

留
守
番
家
族
に
お
土
産
と
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

煩
雑
な
準
備
を
し
て
い
た
だ
い

た
協
会
の
皆
様
に
感
謝
し
つ
つ
、

楽
し
い
貴
重
な
体
験
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
皆
様

と
元
気
に
ま
た
蕎
麦
が
打
て
ま
す

よ
う
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

【
西
宮
市

安
岡
真
奈
美
】

ろ
し
大
根
、
ネ
ギ
、
七

味
、
特
製
つ
ゆ
の
「
ぶ

っ
か
け
蕎
麦
」
を
試
食

し
ま
し
た
。（
蕎
麦
つ

ゆ
に
使
わ
れ
た
、
先
生

が
店
か
ら
持
ち
寄
ら
れ

企
業
秘
密
の
返
し
の
醤

油
は
、
某
龍
野
の
物
と

か
？　

あ
ま
り
に
美
味

し
く
、
こ
っ
そ
り
持
ち

帰
る
方
も
い
て
…
）
↓

本
当
に
美
味
で
、
蕎
麦

嫌
い
の
孫
が
な
ん
と
４

「
挽
き
た
て
、
打
ち
た
て
、

湯
が
き
た
て
」の
新
そ
ば
を
満
喫

フ
ァ
ミ
リ
ー
で

蕎
麦
打
ち
は
い
か
が
？

　

初
参
加
は
開
業
直
後
の
７
年
ほ

ど
前
で
、
家
族
が
そ
ば
好
き
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
娘
を
連
れ
て
の

参
加
で
し
た
。
循
環
器
内
科
の
ご

家
族
と
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し

た
。
講
師
の
先
生
に
丁
寧
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
仲
良
く
な

っ
た
娘
同
士
、
楽
し
そ
う
に
そ
ば

を
コ
ネ
コ
ネ
し
て
い
た
の
を
覚
え

て
お
り
ま
す
。
体
験
の
最
後
に
講

師
の
先
生
の
打
っ
て
い
た
だ
い
た

そ
ば
を
い
た
だ
け
る
の
で
す
が
、

打
ち
立
て
の
お
そ
ば
は
香
り
も
高

く
、
み
ん
な
お
い
し
い
と
喜
ん
で

食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
楽
し
め
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
、
２
回
目
は
小
学
生

の
お
子
さ
ん
が
い
る
ス
タ
ッ
フ
親

子
に
声
を
か
け
て
、
長
男
と
参
加

し
て
み
ま
し
た
。
初
対
面
の
子
ど

も
同
士
で
も
、
共
同
作
業
が
あ
る

と
自
然
に
仲
良
く
な
る
も
の
で
、

ワ
イ
ワ
イ
そ
ば
打
ち
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

３
回
目
の
今
回
は
次
男
と
女
医

さ
ん
親
子
と
の
参
加
に
な
り
ま
し

た
。
歯
科
の
グ
ル
ー
プ
と
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
や
り
た
が
る
子
ど
も
に
ご

配
慮
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

３
時
間
超
の
長
丁
場
は
４
歳
の

女
の
子
に
は
厳
し
い
か
な
と
心
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
こ
ね
た
り
、
伸
ば
し
た

り
、
切
っ
た
（
フ
リ
し
た
）
り
、

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
楽
し
ん
で
く
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
は
難
し
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
体
験
を

き
っ
か
け
に
自
宅
で
も
打
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ば
打
ち
は
と
っ
つ
き
に
く
い

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

堪
能
で
き
ま
す
。
そ
ば
で
ち
ょ
っ

と
一
杯
お
酒
を
ひ
っ
か
け
て
も
、

帰
り
の
運
転
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

み
な
さ
ん
も
そ
ば
打
ち
体
験
に

参
加
し
て
、
ご
自
宅
で
そ
ば
を
打

つ
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

【
西
宮
市

羽
田　

孝
司
】

理
由
の
一
つ
は
道
具
の

入
手
か
な
と
思
い
ま

す
。
今
の
時
代
で
は
ネ

ッ
ト
で
そ
ば
打
ち
入
門

セ
ッ
ト
も
手
ご
ろ
な
値

段
で
売
っ
て
い
ま
す

し
、
お
い
し
い
そ
ば
粉

も
簡
単
に
手
に
入
り
ま

す
。
お
い
し
い
そ
ば
粉

を
使
え
ば
、
多
少
不
揃

い
で
あ
っ
て
も
、
で
き

上
が
っ
た
そ
ば
は
や
っ

ぱ
り
お
い
し
く
な
り
ま

す
。

　

自
宅
で
の
そ
ば
打
ち

は
心
ゆ
く
ま
で
そ
ば
を

　

私
た
ち
３
き
ょ
う
だ
い
は
、
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
母
と
、
母
が
仲

良
く
し
て
い
る
知
り
合
い
の
先
生

の
と
こ
ろ
の
３
き
ょ
う
だ
い
も
一

緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の

広
い
会
場
で
、
大
人
１
人
、
子
ど

も
６
人
で
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル
で
し

た
。

　

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
ひ
と
り
ず
つ
も
ら
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、

あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
プ

ロ
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
で
す
。
近
く
で
見
て
い

て
も
、
仕
掛
け
が
ぜ
ん
ぜ
ん
わ
か

ら
ず
、
人
を
楽
し
ま
せ
る
技
術
の

す
ご
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
目
の
前

で
ト
ラ
ン
プ
カ
ー
ド
が
消
え
た
り

出
て
き
た
り
、
ど
こ
に
い
た
の
か

ハ
ト
が
急
に
何
羽
も
出
て
き
た

り
、
箱
の
中
の
人
が
ナ
イ
フ
で
た

く
さ
ん
刺
さ
れ
て
消
え
た
と
思
っ

た
の
に
、
着
替
え
て
元
気
に
出
て

き
た
り
…
…
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
ま
っ
た
く
分
か
ら
ず
と
て
も
不

思
議
で
し
た
。
ど
う
し
て
も
、
マ

ジ
ッ
ク
の
ト
リ
ッ
ク
が
知
り
た
い

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年

も
参
加
し
て
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
ネ

タ
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る

雰
囲
気
が
と
て
も
良
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
明
石
市
・
さ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

家
族　
　

佐
々
木
蒼
健
・

謙
真
・
亜
純
】

明
石
支
部　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

明
石
支
部　

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

来
年
も
参
加
し
て
、マ
ジ
シ
ャ
ン

の
ネ
タ
を
教
え
て
も
ら
い
た
い

感 想 文

　

明
石
支
部
は
12
月
６
日
、
グ
リ

ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル
明
石
で
、
第
12

回
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
、
初
参
加
の
医
療
機
関
を
含

め
12
医
療
機
関
51
人
が
参
加
。
明

石
市
出
身
の
若
手
マ
ジ
シ
ャ
ン
・

松
田
有
生
さ
ん
が
、
各
テ
ー
ブ
ル

を
回
っ
て
の
カ
ー
ド
マ
ジ
ッ
ク

や
、
昨
年
よ
り
も
大
掛
か
り
な
マ

ジ
ッ
ク
を
披
露
し
大
歓
声
。
恒
例

の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
盛
り
上
が

り
、
西
山
裕
康
協
会
理
事
長
の
あ

い
さ
つ
で
締
め
く
く
っ
た
。
参
加

者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

淡
路
支
部　

バ
ス
ツ
ア
ー

淡
路
支
部　

バ
ス
ツ
ア
ー

須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
と

バ
イ
キ
ン
グ
満
喫
の
旅

感 想 文

　

淡
路
支
部
は
12
月
７
日
に
バ
ス

ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
28
人
が
参
加

し
た
。
午
前
中
は
須
磨
シ
ー
ワ
ー

ル
ド
を
見
学
し
、
お
昼
は
須
磨
シ

ー
ワ
ー
ル
ド
ホ
テ
ル
で
グ
ル
メ
バ

イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、
午
後
は
三

井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
・
マ
リ
ン
ピ
ア

神
戸
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
。
参

加
し
た
、
た
か
た
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

職
員
家
族
の
辻
汐
織
さ
ん
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

12
月
７
日
、
須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
日
帰
り
バ
ス

ツ
ア
ー
に
行
き
ま
し
た
。
行
き
の

バ
ス
で
酔
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、

オ
ル
カ
を
見
て
い
た
ら
元
気
に
な

れ
ま
し
た
。
前
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー

で
仲
良
く
な
っ
た
友
達
も
来
て
い

た
の
で
一
緒
に
見
て
回
り
ま
し

た
。

　

大
き
な
オ
ル
カ
の
体
が
プ
ー
ル

か
ら
飛
び
出
し
て
空
中
を
は
ね
た

後
、
ザ
バ
ー
ン
ッ
と
水
し
ぶ
き
が

上
が
っ
て
、
す
ご
い
迫
力
で
し

た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
い
て
、
私

は
後
ろ
の
席
か
ら
見
て
い
ま
し
た

が
、
オ
ル
カ
の
す
ご
さ
に
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
人
を
背
中
に
乗
せ
た

り
、
ポ
ー
ズ
を
取
っ
た
り
、
と
て

も
か
し
こ
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

イ
ル
カ
は
オ
ル
カ
と
違
っ
て
、

ス
ピ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
ぴ
ょ
ー

ん
と
飛
び
上
が
っ
て
ク
ル
ク
ル
と

よ
く
回
り
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ

い
か
っ
た
で
す
。

　

タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
で
は
、
エ

イ
や
サ
メ
を
触
る
こ
と
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。
オ
ル
カ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
の
く
じ
引
き
で
は
３
等

が
当
た
り
、
12
月
限
定
色
に
し
ま

し
た
。
欲
し
い
の
が
当
た
っ
て
良

か
っ
た
で
す
。
友
達
の
一
人
は
１

等
が
当
た
り
ま
し
た
。
大
き
な
ぬ

い
ぐ
る
み
を
抱
え
て
、
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

　

ご
飯
は
須
磨
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
ホ

テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン

グ
で
し
た
。
き
れ
い
な
ホ
テ
ル

で
、
お
友
達
と
一
緒
に
ご
飯
を
食

べ
ま
し
た
。
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
ど

れ
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
で
は
何
も
買
う
も
の
が

な
か
っ
た
け
ど
、
普
段
行
か
な
い

お
店
に
目
移
り
し
な
が

ら
、
た
く
さ
ん
の
Ｌ
Ｅ

Ｇ
Ｏ
を
見
ら
れ
た
り
、

外
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
き
な
丸
い
ブ
ラ

ン
コ
が
あ
り
、
女
の
子

３
人
で
乗
っ
て
楽
し
め

ま
し
た
。

　

今
回
も
楽
し
い
バ
ス

ツ
ア
ー
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
洲
本
市
・
た
か
た
ク

リ
ニ
ッ
ク　

職
員
家
族

辻　

汐
織
（
10
歳
）】

蕎
麦
包
丁
で
生
地
を
切
る

講
師
か
ら
伸
ば
す
・
切
る
な
ど
の

技
術
を
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

テーブルマジックを食い入るように
見つめる子どもたち　　　　　　　

シ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
記
念
写
真

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ジ
ャ
ン
プ
な
ど

迫
力
満
点
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス　

　

協
会
は
12
月
７
日
、
長
田
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
そ
ば
打
ち
体

験
企
画
を
開
催
。
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
、
家
族
ら
36
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

文
化
部

文
化
部

そ
ば
打
ち
体
験

そ
ば
打
ち
体
験

文化部 観劇ツアー　募集終了のお知らせ

花形歌舞伎特別公演「曽根崎心中物語」
日　時　３月８日（日）13時30分集合（15時開演）
出　演　中村壱太郎　尾上右近　ほか
会　場　京都四条南座
定　員　30人（好評のため、満席となりました）

日）13時30分集合（15時開演）
　尾上右近　ほか

大好評につき　　
満席となりました
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保
団
連
は
昨
年
10
月
30
日
、
国

会
行
動
で
物
価
高
に
見
合
う
診
療

報
酬
の
10
％
Ｕ
Ｐ
を
要
求
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
わ
ず
か
３
・
09
％

Ｕ
Ｐ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

郵
便
葉
書
が
２
年
前
は
63
円

で
、
24
年
10
月
か
ら
85
円
に
34
・

92
％
Ｕ
Ｐ
で
す
。
な
ん
と
点
数
Ｕ

Ｐ
は
１
／
10
に
さ
え
届
き
ま
せ

ん
。
２
年
で
３
・
09
％
で
す
か

ら
、
複
利
な
の
で
１
年
１
・
５
％

で
す
。
そ
う
で
す
、
物
価
上
昇
率

３
・
６
％
の
半
分
に
す
ら
満
た
な

い
の
で
す
。
で
す
の
で
、
下
が
り

続
け
て
い
る
実
質
賃
金
と
同
じ

で
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
す
。

　

そ
の
上
、
消
費
税
は
全
て
持
ち

出
し
で
す
。
24
年
度
、
輸
出
企
業

に
は
11
兆
７
０
０
０
億
円
も
消
費

税
を
還
付
し
て
お
き
な
が
ら
、
医

療
と
介
護
に
は
０
円
！

　

石
破
総
理
も
高
市
総
理
も
企
業

に
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し

ま
す
が
、
民
間
に
頼
ら
ず
政
府
の

み
で
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
き
る
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
Ｕ
Ｐ
は
年
１

・
５
、
１
・
０
％
と
実
質
マ
イ
ナ

ス
！

　

新
年
早
々
、
ト
ラ
ン
プ
が
南
米

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
侵
略
し
、
現
大
統

領
を
拘
束
、
こ
の
国
を
「
運
営
」

し
て
い
る
と
い
う
。
副
大
統
領
を

そ
の
ま
ま
留
任
さ
せ
て
、
院
政
を

敷
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
死
者

数
な
ど
被
害
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
が
、
各
種
報
道
内
容
を
見
る

と
、「
正
当
性
」（legitimacy

）

の
議
論
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
７
０
年
代
の
南
米
で
は
、

チ
リ
で
民
主
的
な
ア
ジ
ェ
ン
デ
政

権
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
が
、
軍
部

の
ク
ー
デ
タ
ー
で
倒
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
日
系
人
大
統
領
が
生
ま
れ

た
り
、
崩
壊
し
た
り
、
極
め
て
政

治
的
に
不
安
定
な
地
域
で
も
あ

る
。

　

私
た
ち
が
住
む
小
さ
な
地
球
上

に
は
、
１
９
３
以
上
の
国
が
存
在

し
、
約
81
・
６
億
人
の
人
々
が
生

活
を
し
て
い
る
（
２
０
２
４
年
国

連
デ
ー
タ
）。
も
と
よ
り
、
民
主

主
義
の
発
展
段
階
は
ま
ち
ま
ち

で
、
文
化
も
宗
教
も
言
語
も
違

う
。
大
国
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
小

国
を
意
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
は
、

こ
の
21
世
紀
で
は
も
は
や
許
さ
れ

な
い
。

　

い
ろ
い
ろ
な
国
が
知
恵
を
出
し

合
っ
て
作
っ
た
の
が
「
国
際
法
」

で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
外
交

こ
そ
が
、
平
和
の
基
礎
で
あ
る
。

「
国
際
法
」
は
現
状
で
は
実
効
性

が
な
い
と
主
張
す
る
評
論
家
も
い

る
が
、
最
初
か
ら
完
璧
な
制
度
は

な
い
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
統
領
の
麻

薬
取
引
な
ど
の
不
法
行
為
を
隠
れ

み
の
と
し
て
、
拘
束
や
侵
略
行
為

を
正
当
化
し
て
い
る
が
、
真
の
狙

い
は
埋
蔵
量
世
界
一
の
原
油
を
思

い
の
ま
ま
に
し
た
い
と
い
う
、
ト

ラ
ン
プ
一
流
のdeal

で
あ
る
。

　

即
座
に
南
米
５
カ
国
と
ス
ペ
イ

ン
が
強
く
反
対
す
る
声
明
を
出
し

た
が
、
わ
が
国
で
も
憲
法
改
正
派

に
属
す
る
政
党
人
で
さ
え
、「
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
」
を

危
惧
す
る
声
を
発
し
て
い
る
。
次

は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
が
標
的

か
。

　

侵
略
の
「
正
当
性
」
を
議
論
す

る
前
に
、
平
和
の
基
本
に
立
ち
返

り
、
国
連
事
務
総
長
と
足
並
み
を

そ
ろ
え
て
、
国
際
紛
争
の
早
急
な

解
決
を
図
る
の
が
、
日
本
国
憲
法

を
い
た
だ
く
、
わ
が
国
の
取
る
べ

き
態
度
で
あ
ろ
う
。

（
２
０
２
６
・
１
・
５
）

員員

稿稿

会

投

物価高・消費税負担に全く
見合わない診療報酬改定

三田市・歯科　　小寺　　修

員員 稿稿
会 投

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
の
侵
略
と

「
正
当
性
」の
論
議

【生化学的検査（Ⅰ）】
Ｑ１　慢性腎臓病ステージG3a（確
定診断）におけるシスタチンＣの算
定は認められるか。
Ａ１　原則として認められる。
Ｑ２　急性心筋梗塞疑いに対する、
心電図のないミオグロビン定性・定
量の算定は認められるか。
Ａ２　原則として認められない。

【免疫学的検査】
Ｑ３　次の傷病名に対するＣ反応性
蛋白（CRP）定性の算定は認められ
るか。
（１）急性心筋梗塞、（２）不安定
狭心症（初診時）。
Ａ３　原則として認められる。
Ｑ４　次の傷病名に対するＣ反応性
蛋白（CRP）定性の算定は認められ
るか。
（１）高脂血症（再診時）、（２）脂

質異常症（再診時）（３）高血圧症
（再診時）、（４）糖尿病（再診時）、
（５）陳旧性心筋梗塞、（６）動脈
硬化症関連疾患（再診時）、（７）狭
心症（再診時）。
Ａ４　原則として認められない。

【監視装置による諸検査】
Ｑ５　酸素吸入の算定がない呼吸不
全、循環不全または術後の患者に対
する経皮的動脈血酸素飽和度測定の
算定は認められるか。
Ａ５　酸素吸入もしくは突発性難聴
に対する酸素療法を行う必要がある
場合においては、原則として認めら
れる。

【内視鏡検査】
Ｑ６　外来における消化管内視鏡検
査等に伴う鎮静後のフルマゼニル注
射液の算定は認められるか。
Ａ６　原則として認められる。

医科保険請求

〈検査料の算定〉

ホテルホテル鷗鷗
おうおう

風風
ふうふう

亭亭
ていてい

（中）（中）

前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり
湯 宿 旅湯 宿 旅4848

鞆の浦温泉鞆の浦温泉

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

岡
山
・
山
口
に
は
有
名
な
温
泉

が
多
い
が
、
広
島
県
に
は
温
泉
が

少
な
い
。

　

ホ
テ
ル
鷗
風
亭
は
１
９
１
０
年

に
二
見
館
と
し
て
創
業
し
、
97
年

に
鷗
風
亭
を
オ
ー
プ
ン
し
Ｊ
Ｔ
Ｂ

優
秀
旅
館
表
彰
、
５
つ
星
の
宿
な

ど
受
賞
歴
も
多
い
。

　

鞆
町
の
は
ず
れ
に
は
海
を
司
る

神
を
祀
っ
た
沼ぬ

な
く
ま

名
前
神じ

ん

社じ
ゃ

が
あ

り
、
干
ば
つ
の
年
に
も
水
源
が
渇

く
こ
と
の
な
い
霊
泉
が
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
「
幸
水
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
た
。

　

鷗
風
亭
も
温
泉
を
引
湯
し
３
階

に
男
女
別
大
浴
場
「
天
空
」
と

「
天
海
」
と
露
天
風
呂
「
し
お
ま

ち
」
と
「
い
り
ふ
ね
」（
男
女
交

代
制
）、
屋
上
に
宿
泊
者
の
み
が

利
用
可
能
の
展
望
露
天
風
呂
の

や
灯
台
の
光
と
月
や
星
の
明
り
、

朝
に
は
美
し
い
朝
焼
け
が
絶
景
で

あ
る
。

　

し
か
し
「
風
呂
の
下
は
１
階
デ

ッ
キ
テ
ラ
ス
で
す
。
お
湯
や
物
を

下
へ
落
と
す
こ
と
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
」
と
の
張
り
紙
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
１
階
デ
ッ
キ
テ
ラ

ス
に
い
た
先
生
の
一
人
が
被
害
に

「
星
の
湯
」
と
「
波

の
湯
」（
男
女
交
代

制
）、
さ
ら
に
貸
切

露
天
風
呂
の
「
燦さ

ん

々さ
ん

」
と
「
滔と

う

々と
う

」
が

あ
る
。

　

露
天
風
呂
は
鞆
の

浦
の
海
と
空
に
包
ま

れ
、
左
に
福
山
港
、

目
の
前
に
仙
酔
島
が

見
え
、
そ
の
右
に
弁

天
島
な
ど
、
さ
ら
に

右
に
は
鞆
の
浦
灯
台

を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
夜
は
島
や
舟

あ
っ
た
。
な
お
３
階
の
み
日
帰
り

入
浴
も
あ
る
の
で
、
宿
泊
者
は
そ

の
時
間
を
避
け
た
方
が
賢
明
だ
。

　

各
大
浴
場
に
は
サ
ウ
ナ
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
一
方
は
約
80
度
の

サ
ウ
ナ
ス
ト
ー
ン
に
水
を
か
け
る

ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ウ
ナ
、
も
う
一
方

は
約
50
度
の
霧
の
ス
チ
ー
ム
サ
ウ

ナ
で
、
男
女
入
れ
替
え
に
よ
り
双

方
を
楽
し
め
る
。

　

泉
質
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
ネ

ッ
ト
情
報
で
は
天
然
ラ
ジ
ウ
ム
温

泉
（
単
純
弱
放
射
能
冷
鉱
泉
）
と

あ
る
が
、
ラ
ジ
ウ
ム
泉
で
は
な
く

塩
化
物
泉
。
３
階
の
湯
上
り
ラ
ウ

ン
ジ
に
温
泉
分
析
書
が
張
り
出
さ

れ
て
い
た
が
、
屋
上
の
露
天
風
呂

に
は
温
泉
分
析
書
が
な
か
っ
た
。

従
業
員
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
保
健

所
の
指
導
で
温
泉
成
分
表
は
な
い

が
、
３
階
も
屋
上
も
泉
質
は
同
じ

だ
と
い
う
こ
と
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

【
西
区

前
田　

達
生
】

宿泊者のみが利用可能の　　　　　
屋上にある展望露天風呂「波の湯」

源泉名：鞆の浦温泉
湧出地：山手に１kmのところ広島県
福山市鞆町後

うしろ

地
じ

櫛坂382-２
低張性弱アルカリ性冷鉱泉
泉温：16.0℃（気温：12.5℃）
湧出量：410ℓ/分（動力湧水）、無色
澄明・無味無臭（塩分を知覚せず）、
pH：7.7、 ラドン（Rn） 含有量：
82.1Bq/kg（ちなみに111Bq/kg以上が
放射能泉）、ナトリウムイオン：21.1 
mg/kg、カルシウムイオン：49.2mg/
kg、塩化物イオン：13.7mg/kg、硫酸
イオン：38.1mg/kg、炭酸水素イオ
ン：153.5mg/kg、加水あり、加温あ
り、循環ろ過装置使用、塩素系薬剤
使用

　

介
護
従
事
者
の
平
均
年
収
は
全

体
の
平
均
よ
り
１
０
０
万
円
も
少

な
い
に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。

　

物
価
上
昇
率
と
消
費
税
分
に
見

合
う
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
抜

本
的
な
Ｕ
Ｐ
が
必
要
で
す
。

　

点
数
改
定
な
ど
と
い
う
小
手
先

で
は
な
く
、
１
点
11
円
な
り
12
円

を
求
め
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
は

負
担
が
増
加
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
同
時
に
窓
口
負
担
割
合
を
一

律
１
割
に
す
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

　

そ
の
財
源
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ

イ
ン
を
所
得
と
合
算
し
た
上
で
累

進
の
階
段
を
上
方
へ
ず
ら
す
。
法

人
税
の
累
進
化
と
特
別
措
置
の
廃

止
。
内
部
留
保
へ
の
課
税
。
軍
事

ロ
ー
ン
17
・
９
兆
円
を
中
止
。
医

療
・
介
護
国
債
の
発
行
。

　

昨
年
３
月
高
額
療
養
費
の
上
限

Ｕ
Ｐ
を
自
公
維
で
決
め
ま
し
た
。

患
者
団
体
と
保
団
連
の
猛
反
対
を

受
け
、
石
破
総
理
は
凍
結
し
ま
し

た
が
、
昨
年
12
月
、
厚
労
大
臣
も

抜
き
で
、
高
市
総
理
と
片
山
財
務

大
臣
二
人
だ
け
で
38
％
も
上
限
Ｕ

ｐ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う

で
す
、
高
市
片
山
両
氏
は
一
番
の

弱
者
を
切
り
捨
て
た
の
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
申
し
上
げ
た
う
え

で
、
保
団
連
は
国
民
を
向
い
て
行

動
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に

は
、

㈠
診
療
報
酬
の
Ｕ
Ｐ
は
求
め
ず
、

窓
口
負
担
０
を
求
め
る
。

（
我
々
が
身
を
切
る
こ
と
で
、

政
府
に
も
身
を
切
ら
す
）

㈡
高
額
療
養
費
の
上
限
Ｕ
Ｐ
を
破

棄
し
て
Ｕ
Ｐ
し
な
い
法
律
を
多

数
野
党
で
可
決
。

㈢
介
護
従
事
者
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

の
た
め
、
介
護
保
険
点
数
を
１

単
位
11
円
に
。

㈣
消
費
税
廃
止
。

㈤
財
源
は
、
上
記
の
よ
う
に
税
制

等
を
変
え
て
捻
出
す
る
。

保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・融資

078－393－1805

医科　指導相談
研究会活動　　
078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核平和
環境公害・税務経営・国際
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

医科　診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～16時

受付時間　平日　９時30分～17時

審査･指導相談日 ●２月12日（木）15時～ ●協会５階会議室

※医科は事前予約制☎078－393－1840まで、歯科は随時☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。
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http://www.hhk.jp/
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第２１２３号 （８）２０２６年(令和８年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 562

遠別町国民健康保険診療所　院長 江橋　正浩先生講演

知っているようで知らないせかい
～HbA1c～（４）（全５回）

（７月19日、第623回診療内容向上
研究会より）

トロールと乖離する可能性が高い
と予想される。
③ HPLC法によるHbA1c値を、他社
の機器あるいは、同じ会社の機器
で旧型や新型の機器で測定する。
測定値の変動の仕方により、過去
に報告された異常（変異）Hbと
の対比が可能な場合がある16）。

23 ．異常（変異）ヘモグロビン
診断に必要な検査

①高分離HPLC法
　汎用されているHPLC法による
HbA1cの分析時間は約１分間であ
る。また、高分離HPLC法の分析時
間は約40分である。そのため、実際
の血糖コントロールと汎用HPLC法
でのHbA1c値に乖離はあるものの、
異常ピークが検出されなかった例
で、高分離HPLC法を用いることに
より異常ピークが検出でき、異常
（変異）Hbを疑うきっかけとなる
場合がある17）。この方法は、自動グ
リコヘモグロビン測定装置を販売し
ている検査機器メーカーに分析を依
頼することが可能である22）。
② 異常Hbを検出するためのスクリ
ーニング検査
　ヘモグロビン分画や、等電点電気
泳動、逆相高速液体クロマトグラフ
ィーにより、異常（変異）Hbが存
在する可能性を指摘できる場合があ
る。ヘモグロビン分画では、異常
（変異）Hbの量が少ない場合や、
血液を溶血させる状態によっては検
出が困難な場合も多い。また、すべ
ての異常（変異）Hbを検出しうる
スクリーニング検査はない。
③不安定Hbを検出するための検査
　イソプロパノール沈殿試験や、熱
変性試験、Heinz小体生成試験など
が挙げられる10）。
④異常Hbのアミノ酸一次構造解析
　異常Hbの異常ペプチドを単離
し、アミノ酸組成を分析する。その
後、正常なペプチドと比較し、アミ
ノ酸置換を推定する18）。
⑤ソフトイオン化質量分析
　グロビンをトリプシンで消化し、
逆相HPLCにかけ、イオン化質量分
析を行う。グロビンα鎖、β鎖の異
常鎖と正常鎖が混ざった状態で酵素
消化し、ペプチドの質量数とアミノ
酸配列を記録し、正常と異なるイオ
ン質量のペプチドを見つける。イオ
ンの質量数差からアミノ酸配列が求
められ、異常（変異）Hbのアミノ
酸変異を見つけることができる19）。
⑥遺伝子解析
　末梢血buffy coatから単離した
DNAを用いてPCR法を行い、得られ
た増幅産物についてSSCP（single 
strand conformation polymorphism）
法、ダイレクトシーケンス法、クロ
ーニングシーケンス法などを実施
し、遺伝子の塩基配列異常の検出と
決定を行う10）。

24 ．この「宿題」（図１）の患者
なら、どうするか？

　さて、だいぶ寄り道はしました

図10　HbA1c値と平均血糖値の間に乖離があるとき

糖尿病治療ガイド、日本糖尿病学会　編より引用

HbA1c値が高め HbA1c値が低め どちらにもなりうるもの

●急速に改善した糖尿病
●鉄欠乏状態

●急激に発症・増悪した糖尿病
●鉄欠乏性貧血の回復期
●溶血（赤血球寿命↓）
●失血後（赤血球生成↑）、輸血
● エリスロポエチンで治療中の腎性
貧血
●肝硬変

●異常ヘモグロビン症

β鎖Ｎ末端から６位までのアミノ酸
に変異がある異常Hb、あるいは糖
化の亢進する異常（変異）Hbが疑
われます。
　基本的に、臨床症状や現在・過去
の血糖変動と矛盾がないかの確認も
必要です。家族歴聴取も重要です
26）。HPLC法、免疫法、酵素法のう
ち、試していない他の検査方法で比
較してみることも有用です。可能で
あれば、自施設だけではなく、他の
施設や他の機器で測定できれば、そ
の差異が意味あるかどうかを確認で
きます。
　それらを踏まえ、まず推奨するの
は、高分離HPLC法です。ここで異
常ピークが認められた場合は、過去
のデータと対比を行います。これは
業者に依頼します。
　高分離HPLC法で、異常ピークが
認められた場合も、仮に認められな
かった場合も、引き続き⑤のソフト
イオン化質量分析を推奨します。こ
れでアミノ酸変異を見つけることが
でき、すでに報告されている異常
（変異）Hbのアミノ酸配列と合致
すれば、この時点で診断がつく可能
性があります。
　ソフトイオン化質量分析でも診断
が困難であった場合は、遺伝子解析
を推奨します。遺伝子解析では、末
梢血液から単離できない極度に不安
定な異常（変異）Hbを検出できる
可能性もあります。もちろん、未知

図11
が、それでは、今
回の「宿題」（図
１、11月25日号参
照）の患者だった
なら、どの検査を
追加していけばよ
いでしょうか。こ
こが臨床検査専門
医の力の見せどこ
ろです。
　この症例では、

の異常（変異）Hbの発見につなが
る可能性もあります。
　ソフトイオン化質量分析にしても
遺伝子解析にしても、大学や研究所
レベルの検査ですので、異常（変
異）Hbをある程度まで強く疑った
時点で、専門の施設へ相談をしまし
ょう。神戸であれば、兵庫医科大学
などでしょうか？
 （次号につづく）

参考文献
10）村上純子．異常ヘモグロビン．日本
臨牀 2010；68巻増刊号１：821-4.
14）椹わか菜.貧血や異常ヘモグロビンの
人のHbA1cは？． 肥満と糖尿病 2013；
９：372-4.
16）石黒旭代，山内露子，今田龍市 他．
ヘモグロビンA1c値の測定方法間差の現状
.医学検査 2014；63：767-72.
17）成瀬桂子，小林泰子，中村信久 他．
日常検査用HPLC法HbA1c測定におけるs-A
１cとAoピーク間の波形異常より発見され
た異常ヘモグロビン症の１例．糖尿病 
2014；57：118-23.
18）原野恵子，原野昭雄．異常ヘモグロ
ビンの精査．Medical Technology 1997；
25：697-704.
19）清水章.変異蛋白質の質量分析による
検出－臨床検査への応用－．臨床病理 
2003；51：29-42.
22）宮﨑彩子．Hb異常症がHbA1cに与え
る影響．兵庫医科大学医学会雑誌 2021；
46：15-20.
26）小柴賢洋編著．検査データの読み方
とピットフォール．金芳堂 2025．p.39-
46.

55

（12月15日号からのつづき）

19．その差は、本当に、有意なのか？
　ここで、一つ、ごく自然で、シン
プルな疑問が浮かんでくる。そもそ
も、検査は誤差のあるもので、ほん
のちょっとの変化はそもそも「有
意」なのかという点である。現在日
常検査は信頼性の高い測定法で相対
誤差±５％以内が維持されている。
（各施設の臨床検査技師に精度管理
のことを聞くと教えてくれます。つ
まり6.0％の患者ならほぼ確実に5.7
～6.3％に収まるため、仮に0.4％以
上離れれば、それは有意差と判断し
てよいことになります。

20 ．血糖値との乖離の留意点（図10）
① 真の血糖よりHbA1cが 高め高め （偽
高値）となるとき

　急速な血糖改善の場合、HbA1cの
改善が数値上追いつかず、偽高値を
示す。
　鉄欠乏性貧血では、赤血球寿命が
短く、若いHbばかりで、偽高値を
示す。
② 真の血糖よりHbA1cが 低め低め （偽
低値）となるとき

　急激に血糖高値になると、HbA1c
への評価に間に合わないため、偽低
値を示す。
　溶血などで赤血球寿命が短いと高
い血糖に浸されたHbが減り、偽低
値を示す。
③ 偽高値・偽低値どちらにもなって
しまいうるもの

　異常（変異）ヘモグロビン
【ポイント】
・ HbA1cは「Hbの一部分をみてい
る」のであり、HbA1cを測定する
ときには、常に、患者背景の「貧
血／治療経過の有無など」の存在
を疑うようにする。

・ Hb値の同時測定も定期的に行
い、意味のある数字化を確認する
必要がある。

21 ．HbA1cの各測定法におけ
る、認識部位の違いについて

　図11のように、HbA1c測定では、
SA1c（β鎖Ｎ末端にグルコースが
安定して結合した）認識部位に違い
があり、この差が、測定値の差とし
て現れてくることがある。
　どの方法が、その患者にとって一
番良い（正しい）血糖測定方法なの
かは、単純に優劣はつけられず、そ
れぞれの方法の利点・欠点を認識し
たうえで、患者ごとの判断が求めら
れる。

22．追加すべき検査について
① 問診や、一般的な血液検査、生化
学検査により、表に挙げた異常
（変異）Hb以外の原因を除外す
る。（※そもそも異常Hbなら症状
あるはず）

② 酵素法（別の測定）によるHbA1c
値を測定する。酵素法では、β鎖
Ｎ末端から７位までを認識するた
め14）本症例では実際の血糖コン
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

今後の研究会・行事予定

歯科施設基準研究会
テーマ  第１部「歯初診」「外安全」「外感染」

第２部「口管強」「歯援診」「歯援病」
日 時  5月10日（日） 午後2時～
会 場   兵庫県農業会館11階大ホール
講 師   甲南医療センター歯科口腔外科部長 古土井 春吾先生
参加費   1,000円（受講証当日発行、院内研修に使える冊子を進呈）
定 員   200人

歯科の行事

第630回診療内容向上研究会

急性腹症診療ガイドライン2025を
“現場で使える知識”にする全国調査・
クイズ解析・教育実装からみる
日 時  2月14日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   札幌医科大学 総合診療医学講座准 教授 三原 弘先生

※ 講師来場でのご講演です。
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

急性腹症診療ガイドライン2025（CPG2025）では、NSAP、尿管結
石診断予測モデル、造影剤使用、超音波訓練体制などが新たに追加され
た。本講演では、学会員約500人を対象としたアンケート結果から、新
規推奨の認知度（CHOKAI12.9％、STONE15.5％、NSAP53.3％）や
遵守率（造影MRI適正使用11.6％、NLR測定18.4％など）が低い領域を
明らかにする。加えて、2014・2022・2025年の3回の調査比較より、
身体所見、診断前鎮痛、検査、US/CTの実施率の推移を概観し、第2版
認知度が36.2％に留まる現状を共有する。また、教育コンテンツ5領域・
約500人のテスト解析から、腸管虚血やqSOFAは理解度が高い一方、複
雑性虫垂炎画像所見、CHOKAI、造影CTの運用、NSAPなどに課題が残
ることを示す。後半では、ガイドラインを実践に結びつけるための教育
実装として、ベッドサイドUS訓練、症例動画、シミュレーション、AI教
材、OSCE/DOPSなど具体的手法を紹介し、参加型クイズを用いて臨床
で使える知識への転換を目指す。 【三原 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/22gKn 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

2
月
の
診
内
研

テーマ  2型糖尿病 最新の薬物療法のポイント
日 時  3月7日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   鎌田病院糖尿病・内分泌内科部長 岩岡 秀明先生

「第631回」
診療内容向上研究会

「明石支部」他科を知る研究会
テーマ  知ってほしい脳神経内科のこと
日 時   2月11日（水・祝） 午後2時～
会 場  アスピア明石北館7階703
講 師   戸田内科・脳神経内科院長 戸田 和夫先生

「北摂・丹波支部」市民公開企画
映 画  「ウナイ 透明な闇PFAS汚染に立ち向かう」

上映会＆学習会
日 時   3月1日（日） 午後1時30分～
会 場  三田市・キッピーモール６階多目的ホール
講 師   兵庫県民主医療機関連合会 東神戸病院  

滝本 和雄先生

「但馬支部」第39回支部総会記念講演
テーマ   但馬地域の在宅医療の未来を語る
日 時   3月7日（土） 午後3時30分～
会 場   アイティ7階 豊岡市民プラザ／市民活動

室C･D（オンライン併用）
話題提供   ①新温泉町・ぽかぽか在宅ケアクリニック

 濵上 知宏先生
②豊岡市・あかつきホームケアクリニック
 和田 陽介先生
③香美町・蔵野歯科医院 蔵野 彰王先生

来場定員  30人

「淡路支部」会員懇談会
テーマ  審査指導対策（仮）
日 時   2月28日（土） 午後5時～
会 場   淡路市・春夏秋冬いし井

無 料

県下各地の行事
「淡路支部」ミニ勉強会
日 時   2月10日（火） 午後8時10分～
会 場（リモートミーティング）
講 師 洲本市 高田 裕先生

「淡路支部」在宅ケア研究会
テーマ  在宅ターミナルケアにおける、かかりつけ

医と調剤薬局の連携強化
日 時   2月19日（木） 午後6時30分～
会 場 広田市民交流センター２階（オンライン併用）
講 師   洲本市 高田 裕先生

「姫路・西播支部」会員懇談会
テーマ  日常診療・医院経営で知っておきたい法律知識
日 時   2月26日（木） 午後3時～
会 場 姫路市地場産業センター603（オンライン併用）
講 師   神戸花くま法律事務所 坂本 知可弁護士

その他 研究会・セミナー
薬科部　研究会
テーマ 漢方薬（仮）
日 時   3月28日（土） 午後4時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   かがやき糖尿病内分泌漢方クリニック新神戸院 

岡田 直己先生
参加費   1,000円（会員無料）

歯科定例研究会

コンポジットレジン修復のメソッド
日 時  2月1日(日)　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師 徳島大学大学院医歯薬学研究部 歯科保存学分野 教授 保坂 啓一先生

無 料

会 員

お申し込み・お問い合わせは

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎
078-393-1802FAXお申し込み

日常臨床で頻用される、特に２級修復にフォーカスし、コンポジットレ
ジンを用いた修復の基本的考え方と最新の臨床応用について概説しま
す。そして近年注目されるクリアインデックスを用いたデジタルワーク
フローによるインジェクションテクニックの実際をデモンストレーショ
ンを交えて取り上げます。明日からの臨床で役立つ最新知見と実践的な
ヒントをお届けします。 【保坂 記】

新規開業医研究会

保険請求・レセプト審査、新規個別指導、
税務・労務の基礎知識
日 時  3月8日(日)　午前10時～午後4時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
参加費  全日5,000円（昼食・資料代含む）　半日2,000円
内 容  〈午前〉 保険診療と保険請求の要点、レセプト審査の概要

　　　 新規個別指導対策（医師・歯科医師からの体験報告含む）
〈午後〉 新規開業に必要な税務の知識（協会税務講師団 税理士）
　　　 開業時の労務（社会保険労務士）

医科・歯科

078-393-1802FAX

医科 ☎078-393-1817 楠／歯科 ☎078-393-1809 本田まで
お申し込み

お問い合わせは

２０２６年(令和８年)１月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（９） 第２１２３号
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兵庫県保険医協会
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

兵庫県保険医協会
お問い合わせは 078－393－1801
http://www.hhk.jp

☎
兵庫県保険医協会 検索

これからの研究会・行事のご案内

薬科部研究会

被災地では何が起こるのか？ 支援者としての目線から
～災害対応における多職種連携～
日 時  2月7日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   兵庫医科大学危機管理医学講座 特任助教 渡邉 暁洋先生
参加費  1,000円

無 料

会 員

申し込み https://x.gd/eUs6G

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

被災地では混乱が続き、災害関連死の防止が急務となります。本講
演では、支援者の目線から現場の実情を紐解き、命や健康を繋ぐた
めの多職種連携の要点を解説します。持続可能な支援には、現場で
闘うスタッフ（支援者）を守る「支援者支援」が欠かせません。ま
た、災害関連死防ぐには、医療の継続をするために、電子処方せん
やオンライン資格確認といったデジタルツールの活用は、情報の断
絶を防ぎ、迅速な意思決定を支える強力な武器となります。災害対
応する多くの支援者はそれぞれの垣根を越え、有事の際もシームレ
スに連携することが重要です。平時から準備すべき災害医療と具体
的な運用について、皆様と共に考えたいと思います。 【渡邉 記】

文化部　京都南座・観劇ツアー

日 時   3月8日（日） 
午後1時30分集合（3時開演）

会 場  京都・四条南座
出 演   中村壱太郎、尾上右近ほか
定 員  30人
参加費 一等席お１人13,000円
締 切  ２月6日（金）

～映画『国宝』の名シーンを
 次代の花形俳優の競演でお楽しみください～

「三月花形歌舞伎・曽根崎心中物語」

◆協会会員特典◆（参加費に含まれるもの）
①観劇料割引（一等席通常13,000円を会員特別価格10,000円で）
② 開演前に老舗レストラン「菊水」のケーキセットでご一服 
&（株）松竹社員による歌舞伎解説

お申し込み・お問い合わせは協会文化部・吉永まで

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎

※満席となりました

保険医協会の確定申告・税経個別相談会

日 時  2月28日（土）、3月1日（日）
費 用   １、相談料（相談のみの方） １万円　　

２、申告書自己提出の方 ２万円　　
（提出書類のチェック後提出可能なもの）
３、措置法26条による申告書作成 ３万円より
（実額、措置法の両方計算し、選択判断する場合は５万円）
４、青色申告等実額による申告書作成 ５万円より

日 時   1月31日（土）、２月1日（日）、8日（日）、15日（日）
※別の日程をご希望の方は担当までご相談ください

費 用   1回5,000円（医院経営研究会の会員は年2回まで無料です）
会 場 兵庫県保険医協会会議室
※各日程の午後1時～4時でご都合のよい時間帯1時間でお申込みください

◆ 確定申告個別相談会 ◆

◆ 税経個別相談会 ◆

お申し込み・お問い合わせは

078-393-1807☎
各相談日の前の火曜日まで

事前予約制

税務経営部

青色（白色）確定申告研究会
日 時  2月11日（水・祝）　午後1時～4時
会 場  兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師  松田 力税理士（協会税務講師団）
参加費   1,000円（『保険医の経営と税務2026年版』資料代）

※ 医経研会員は無料（１月下旬にお届け予定の『保険医の経営と
税務2026年版』をご持参ください）

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://tinyurl.com/4jew48r5

078-393-1820FAX来場参加

Zoom視聴のお申し込み

トランプ時代の平和の展望
日 時  2月14日（土）　午後4時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 会議室（オンライン併用）
講 師 同志社大学大学院グローバル・スタディーズ研究科教授 三牧 聖子先生

国際部 市民公開講演会
無 料

2025年1月、アメリカ大統領に返り咲いたドナルド・トランプは、
大統領就任演説で「アメリカがこれ以上つけ込まれることを許さな
い」と宣言。ここにうかがえるのは、戦後アメリカが国際秩序の維
持や同盟国の安全保障を請け負っている間に、世界の国々は経済成
長に邁進し、アメリカ市場に製品を輸出し、アメリカの製造業を脅
かすまでになったという強烈な被害者意識です。こうした意識に立
脚し、「米国第一」を掲げて、世界から撤退する姿勢を見せる一方
で、中小国の主権を軽視し、領土や資源の拡張を貪欲に目指す意向
も見せています。このようなトランプ政権をどのように歴史に意義
づけ、理解すればいいのか。このような時代に、ロシア・ウクライ
ナ情勢やイスラエルのガザ侵攻などどのような平和を展望し、追求
していけばいいのか、考えます。 【三牧 記】

申し込み
URLまたは二次元コードからお申し込みください。

https://bit.ly/4pXL3hs

078-393-1820FAX来場参加

Zoom参加のお申し込み

第７次エネルギー基本計画の
問題点について
日 時  3月7日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師 龍谷大学政策学部教授 大島 堅一氏
共 催   原発をなくし自然エネルギーを推進する兵庫の会

＆兵庫県保険医協会環境・公害対策部

環境・公害対策部

福島をわすれない・「メモリアル集会」

お申し込み・お問い合わせ

078-393-1807☎ 078-393-1802FAX
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